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はじめに

Oracle Enterprise Manager System Monitoring Plug-In for Oracle TimesTen In-Memory Database (IMDB)は、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlを機能拡張してTimesTenデータベース監視サポートを追加します。


対象読者

このドキュメントはTimesTenシステム管理者およびEnterprise Managerのユーザーを対象にしています。システム管理者はEnterprise Manager Plug-in for TimesTenを使用してTimesTenデータベースを監視し、構成することができます。





関連ドキュメント

TimesTenのドキュメントは、次のURLのOracle Technology Network(OTN)で入手できます。


http://www.oracle.com/technetwork/database/database-technologies/timesten/documentation/index.html


Oracle DatabaseのドキュメントもOracle Technology Networkで入手できます。これはTimesTenでサポートされているが、詳しく説明されていないOracle Databaseの機能で特に役立ちます。


http://www.oracle.com/pls/db121/homepage/





表記規則

TimesTenは複数のプラットフォームをサポートしています。Windowsは、サポートされているすべてのWindowsプラットフォームを表し、UNIXは、サポートされているすべてのUNIXプラットフォームおよびLinuxを表します。TimesTenによってサポートされる特定のプラットフォームのバージョンについては、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリリース・ノート』のプラットフォームについての項を参照してください。




	
注意:

TimesTenのドキュメントでは、「TimesTenプラグイン」という用語は、Oracle Enterprise Manager System Monitoring Plug-in for Oracle TimesTen In-Memory Databaseのことを指します。







このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
	固定幅フォントのイタリック	固定幅フォントのイタリック体は、置き換える必要があるコード例の変数です。例:
Driver=install_dir/lib/libtten.sl

install_dirをご使用のTimesTenインストール・ディレクトリに置き換えます。


	[ ]	大カッコは、カッコ内の項目を任意に選択することを表します(大カッコは、入力しないでください)。
	{ }	中カッコは、カッコ内の項目のうち、1つが必須であることを表します(中カッコは、入力しないでください)。
	|
	選択項目の引数を区切る縦線(パイプ)。
	. . .	引数の後の水平の省略記号は、1行のコマンドラインで複数の引数を使用できることを表します。
	%
	%は、UNIXのシェル・プロンプトを表します。
	#
	#は、UNIXのルート・プロンプトを表します。






TimesTenのマニュアルでは、次の変数を使用して、パス、ファイルおよびユーザー名を表します。


	規則	意味
	install_dir	TimesTenの現在のリリースがインストールされているディレクトリのパスです。
	TTinstance	TimesTenのインストールで指定するインスタンス名です。インストール時に、英数字の一意のインスタンス名でTimesTenの各インストールを識別する必要があります。この名前はインストール・パスに表示されます。
	bitsまたはbb	32または64の2桁の数字は、32-bitまたは64-bitのオペレーティング・システムを表します。
	DSN	データソースの名前です。









ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。












1 System Monitoring Plug-in for TimesTenのインストール

System Monitoring Plug-In for Oracle TimesTen In-Memory Databaseは、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlを機能拡張してTimesTenデータベース監視サポートを追加します。

この章ではTimesTenプラグインのインストールを中心に説明します。

内容は次のとおりです。

	
インストールの前提条件


	
System Monitoring Plug-in for TimesTenのインストール


	
プラグインの検査および検証


	
ターゲットの優先資格証明の設定


	
ターゲットの監視構成の変更


	
System Monitoring Plug-in for TimesTenのアンインストール







	
注意:

このユーザーズ・ガイドの手順およびスクリーンショットは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cリリース3に基づいています。









インストールの前提条件

System Monitoring Plug-In for TimesTenをインストールする前に、次の操作を実行します。

	
OMS、Enterprise Manager RepositoryおよびAgent用にOracle Enterprise Manager Cloud Control 12cリリース2 (以上)をインストールします。エージェントでOracle Enterprise Manager Serverと正常に通信できることおよびデータをアップロードできることを確認します。


	
Oracle TimesTen In-Memory Databaseリリース11.2.1.8 (以降)または11.2.2.1 (以降)をインストールします。







	
注意:

Oracle Enterprise Manager Cloud Control AgentおよびTimesTenデータベースは同じマシン上に存在する必要があります。







TimesTenターゲットを構成するときには、次のことを知っている必要があります。

	
TimesTenインスタンスの名前


	
DSN

DSNは、sys.odbc.iniファイルかまたはMS WindowsのODBCデータ・ソース管理者に記述されている、システムDSNである必要があります。


	
TimesTenデータベースのユーザー名およびパスワード

	
このユーザー名とパスワードはTimesTenターゲットを構成するときに必要です。


	
TimesTenターゲットを構成するときに指定するユーザーは、ADMIN権限を持っている必要があります。このユーザーはインスタンス管理者であることはできません。










	
注意:

インスタンスおよびDSNで指定されたTimesTenデータベースがロードされていることを確認してください。







TimesTenインスタンスの詳細は、ttStatusまたはttVersionユーティリティを実行してください。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatusまたはttVersionに関する説明を参照してください。


その他の要件

その他の要件または考慮事項は次のとおりです。

	
ターゲットDSNを定義するには直接リンク接続を使用します。クライアント/サーバー接続はターゲットDSNではサポートされていません。


	
System Monitoring Plug-in for TimesTenにより複数の一時ファイルが生成されます。各一時ファイルには、Oracle Enterprise Manager Agentのファイル・システムに10 KBから30 KBの空き領域が必要な場合があります。Oracle Enterprise Manager Agentファイル・システムが一杯の場合、Oracle Enterprise Manager Agentはそれ以降TimesTenデータベースを監視できません。Oracle Enterprise Manager Agentのシステム要件の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control Basic Installation Guide』の管理エージェントのCPU、RAMおよびハード・ディスク領域の要件に関する説明を参照してください。


	
Oracle Enterprise Manager Agentをインストールするオペレーティング・システム・ユーザーは、監視対象のインストールのTimesTenユーザー・グループに属している必要があります。また、そのユーザーに/etc/TimesTen/instance_infoに対する読取り権限があることを確認します。TimesTenユーザー・グループの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseインストレーション・ガイド』のTimesTenユーザー・グループの作成に関する説明を参照してください。


	
最適なパフォーマンスを得るためには、Oracle Enterprise Management Service (OMS)およびEnterprise Manager Repositoryとは別のマシンにTimesTenを置きます。


	
My Oracle Support資格証明がSYSMANユーザーを使用して設定されていることを確認してください。これはMy Oracle Supportサイトから更新(プラグイン)をダウンロードするために必要となります。詳細は、Oracle Enterprise Managerライフサイクル管理者ガイドのMy Oracle Supportへのアクセス用の優先資格証明の保存に関する説明を参照してください。


	
ソフトウェア・ライブラリ(ローカル・ストアとも呼ばれています)が構成されていることを確認してください。更新は、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlにデプロイされる前に、このローカル・ストアにダウンロードされます。詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』のOMS共有ファイルシステムの場所の構成に関する説明を参照してください。











System Monitoring Plug-in for TimesTenのインストール

TimesTen plug-in for TimesTenをインストールするには、次の手順を実行する必要があります。

	
プラグインのダウンロード


	
OMS上のプラグインのデプロイ


	
Management Agent上のプラグインのデプロイ


	
TimesTenターゲットの構成






プラグインのダウンロード

プラグインをダウンロードするには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページにユーザーSYSMANでログインしてください。

	
「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。


図1-1 「自己更新」の選択

[image: 図1-1の説明は図の下にあります。]





「自己更新」ページが表示されます。


	
「更新の確認」をクリックします。


図1-2 「更新の確認」をクリック

[image: 図1-2の説明が続きます]





確認ダイアログが表示されます。情報メッセージ「Oracleからの新しい更新をチェックするジョブが正常に発行されました」が表示されます。


	
「OK」をクリックします。


図1-3 更新の確認

[image: 図1-3の説明が続きます]





「自己更新」ページには、更新のステータスを示す「最新のリフレッシュ時刻」が表示されます。

	
「最新のリフレッシュ時刻」の横に緑のチェック・マークが表示されている場合、Enterprise Managerは更新の確認を完了しています。「プラグイン」フォルダを探します。


	
「最新のリフレッシュ時刻」に「送信済」または「進行中」のステータスが表示されている場合、Enterprise Managerは更新の確認を完了していません。「Oracle Enterprise Manager Cloud Control」ページの右上にある「リフレッシュ」ボタンをクリックして「最新のリフレッシュ時刻」のステータスを更新します。「最新のリフレッシュ時刻」のステータスの横に緑のチェック・マークがあることを確認してから、「プラグイン」フォルダを探します。





	
「プラグイン」という名前をクリックします。


図1-4 「プラグイン」フォルダ

[image: 図1-4の説明が続きます]





プラグイン更新ページが表示されます。「プラグイン名」列でOracle TimesTen In-Memory Databaseを検索します。「ステータス」列が「使用可能」となっていることを確認します。


	
「プラグイン名」列で「Oracle TimesTen In-Memory Database」をクリックします。


図1-5 プラグインの更新

[image: 図1-5の説明が続きます]





ページの上部のプラグインの更新の下にある「ダウンロード」ボタンを探します。


	
「ダウンロード」をクリックします。


図1-6 プラグインのダウンロード

[image: 図1-6の説明が続きます]





「スケジュール・ダウンロード」ダイアログが表示され、プラグインを今すぐダウンロードするか後でダウンロードするか選択できます。「選択」を選択すると、Enterprise Managerはプラグインをすぐにダウンロードします。


	
「選択」をクリックします。


図1-7 「スケジュール・ダウンロード」ダイアログ

[image: 図1-7の説明が続きます]





更新(プラグイン)がダウンロードされていることを示すダイアログが表示されます。


	
「OK」をクリックします。


図1-8 「OK」をクリック

[image: 図1-8の説明が続きます]





プラグインのダウンロードが成功しました。プラグインがダウンロードされたことは、プラグインの更新ページで確認できます。Oracle TimesTen In-Memory Databaseプラグインのステータスが「ダウンロード」であることを確認します。

Oracle Management Serverにプラグインをデプロイする準備ができました。









OMS上のプラグインのデプロイ

Oracle Management Server (OMS)および1つ以上の管理エージェントの両方にプラグインをデプロイする必要があります。プラグインを正常にデプロイすると、OMSとエージェントの両方によってプラグインの存在が認識されます。その後で、TimesTenデータベースをエージェントのターゲットの1つとして構成すると、そのエージェントによって、ターゲットの監視プロセスが開始されます。

1つ以上の管理エージェント上のプラグインをデプロイする前に、OMS上のプラグインをデプロイする必要があります。




	
注意:

プラグインのデプロイ中にエラーが発生すると、管理リポジトリの一貫性が損なわれることがあります。プラグインをデプロイする前に管理リポジトリのバックアップを行うことをお薦めします。







OMS上のプラグインをデプロイするには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開いており、SYSMANユーザーとしてログインしていることを確認します。

	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。


図1-9 「拡張性」→「プラグイン」の選択

[image: 図1-9の説明が続きます]





プラグイン・ページに、ダウンロード済でデプロイできるプラグインのリストが表示されます。「名前」列でデータベースのフォルダを検索します。


	
「名前」列のデータベース・フォルダを展開し、「Oracle TimesTen In-Memory Database」をクリックします。


図1-10 TimesTen In-Memory Databaseプラグインの選択

[image: 図1-10の説明が続きます。]





OMS上のプラグインをデプロイする準備ができました。ページの上部で「デプロイ先」タブを見つけます。


	
「デプロイ先」メニューから、「管理サーバー」を選択します。


図1-11 OMS上のデプロイ

[image: 図1-11の説明が続きます]





Management Servers上のプラグインのデプロイ概要ページが表示されます。プラグイン「Oracle TimesTen In-Memory Database」が「名前」列に表示され、バージョンが自動入力されます。リポジトリSYSユーザーのパスワードを入力する準備をします。


	
*リポジトリSYSパスワード・フィールドにリポジトリSYSユーザー・パスワードを入力します。


図1-12 リポジトリSYSパスワード

[image: 図1-12の説明が続きます]





ページの右下で「続行」ボタンを確認します。


	
「続行」をクリックします。


図1-13 「続行」をクリック

[image: 図1-13の説明が続きます]





管理サーバー上でのプラグイン・デプロイの前提条件チェック・ページが表示されます。「前提条件チェック」列の左にチェック・マークが表示されている必要があります。この列の右には、テキスト「正常に完了しました」が表示されている必要があります。管理サーバー表では、すべての行の「ステータス」列にチェック・マークが付いている必要があります。これらすべての条件が満たされていることを確認します。


	
「次へ」をクリックします。


図1-14 前提条件チェックの正常完了

[image: 図1-14の説明が続きます]





管理サーバー上でのプラグイン・デプロイの確認・ページが表示されます。「名前」列で、プラグイン名がOracle TimesTen In-Memory Databaseであることを確認します。バージョンが正しいことを確認します。

プラグインをデプロイする準備ができました。


	
「デプロイ」をクリックします。


図1-15 OMS上でのデプロイの確認

[image: 図1-15の説明が続きます]





管理サーバー上でのプラグイン・デプロイの確認ページが表示され、プラグインのデプロイメントが進行中であることを示すメッセージが表示されます。デプロイメントは数分かかる場合があります。「ステータスの表示」をクリックするか、最近のデプロイメント・アクティビティ・ページに移動して、デプロイメントのステータスを監視できます。


	
「ステータスの表示」をクリックします。


図1-16 OMSへのデプロイメントの確認

[image: 図1-16の説明が続きます]





プラグイン・デプロイメント・アクティビティページにはデプロイメント・ステップのステータスが表形式で表示されます。表の最終行にある最後のステップは、「インベントリの更新」という名前です。このステップが完了すると、デプロイメント・ステップ表の各行のステータス列に緑のチェック・マークがあることを確認します。これらのチェック・マークは、デプロイメント・プロセスのすべてのステップが正常に完了したことを示しています。また、ページの上部にあるデプロイメント表のステータス列にチェック・マークがあることを確認します。自動リフレッシュをOFFに設定してある場合、各ステップが完了したことがわかるように、自動リフレッシュを15秒に設定することもできます。


図1-17 OMSでのデプロイメントの正常終了

[image: 図1-17の説明が続きます]





プラグインがOMS上でデプロイされます。




管理エージェント上でプラグインをデプロイする準備ができました。






管理エージェントでのプラグインのデプロイ

1つ以上の管理エージェント上のプラグインをデプロイする前に、OMS上のプラグインをデプロイする必要があります。




	
注意:

TimesTenデータベース、プラグインおよびデータベースを監視するエージェントは、同じマシンに存在する必要があります。







管理エージェントでプラグインをデプロイするには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開いている必要があります。

	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。


図1-18 「拡張性」→「プラグイン」の選択

[image: 図1-18の説明が続きます]





プラグイン・ページに、ダウンロード済でデプロイできるプラグインのリストが表示されます。「名前」列でデータベースのフォルダを検索します。


	
「名前」列のデータベース・フォルダを展開し、「Oracle TimesTen In-Memory Database」をクリックします。


図1-19 Oracle TimesTen In-Memory Databaseプラグインの選択

[image: 図1-19の説明が続きます]





エージェント上でプラグインをデプロイする準備ができました。ページの上部で「デプロイ先」タブを見つけます。


	
「デプロイ先」メニューから、「管理エージェント」を選択します。


図1-20 管理エージェント上のデプロイ

[image: 図1-20の説明が続きます]





管理エージェント上のプラグインのデプロイ概要ページが表示されます。プラグイン「Oracle TimesTen In-Memory Database 11g」が「名前」列に表示され、「バージョン」にバージョンが自動入力されます。「ターゲット・タイプ」表の下の「続行」ボタンを探します。


	
「続行」をクリックします。


図1-21 「続行」をクリック

[image: 図1-21の説明が続きます]





プラグインをデプロイするエージェントを選択できます。エージェントのステータスは、「管理エージェント」表の「ステータス」列の緑の上矢印で示されているように、「稼働中」である必要があります。


	
「管理エージェント」表で、管理エージェントが識別する適切なエージェントを含む行を探します。この行内でクリックして「続行」をクリックします。


図1-22 エージェントを選択して「続行」をクリック

[image: 図1-22の説明が続きます]





管理エージェント上でのプラグイン・デプロイの前提条件チェック・ページが表示されます。「管理エージェント」表で、「ステータス」列に緑のチェック・マークが付いており、「エラー・メッセージ」列にテキスト「エラーなし」が含まれていることを確認します。


	
「次へ」をクリックします。


図1-23 前提条件チェック

[image: 図1-23の説明が続きます]





管理エージェント上でのプラグイン・デプロイの確認・ページが表示されます。「名前」列のプラグイン名が「Oracle TimesTen In-Memory Database」であり、バージョンが正しいことを確認します。テキスト「前提条件チェックが成功した管理エージェント」が表示されていること、および管理エージェントが正しいことを確認します。

プラグインをデプロイする準備ができました。


	
「デプロイ」をクリックします。


図1-24 「デプロイ」をクリック

[image: 図1-24の説明が続きます]





管理エージェント上でのプラグイン・デプロイの確認ページが表示され、選択したエージェント上でプラグインのデプロイメントが開始されたことを示すメッセージが表示されます。デプロイメントは数分かかる場合があります。「ステータスの表示」をクリックするか、最近のデプロイメント・アクティビティ・ページに移動して、デプロイメントのステータスを監視できます。


	
「ステータスの表示」をクリックします。


図1-25 確認のダイアログ

[image: 図1-25の説明が続きます]





プラグイン・デプロイメント・アクティビティページにはデプロイメント・ステップのステータスが表形式で表示されます。表の最終行にある最後のステップは、「インベントリの更新」という名前です。このステップが完了すると、デプロイメント・ステップ表の各行のステータス列に緑のチェック・マークがあることを確認します。これらのチェック・マークは、デプロイメント・プロセスのすべてのステップが正常に完了したことを示しています。また、ページの上部にあるデプロイメント表のステータス列にチェック・マークがあることを確認します。自動リフレッシュをOFFに設定してある場合、各ステップが完了したことがわかるように、自動リフレッシュを15秒に設定することもできます。


図1-26 エージェントでのデプロイメントの正常終了

[image: 図1-26の説明が続きます]





プラグインが管理エージェント上でデプロイされます。ステップ1-9を繰り返して、追加の管理エージェント上でプラグインをデプロイします。




TimesTenターゲットを作成する準備ができました。






TimesTenターゲットの構成

Enterprise Manager Cloud Controlにより監視されるTimesTenターゲットを構成する必要があります。TimesTenターゲットは、一意のDSNごとに構成できます。TimesTenターゲットを構成するときにはデータ・マネージャのDSNを使用します。クライアント/サーバーのDSNはサポートされていません。

	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「ターゲットの手動追加」の順に選択します。


図1-27 ターゲットの手動追加

[image: 図1-27の説明が続きます]





ターゲットの手動追加ページが表示されます。ページの中ほど左で「ターゲットの手動追加」を見つけます。


	
テキスト「ターゲット監視プロパティを指定してターゲットを宣言的に追加」の左にある円をクリックします。


図1-28 非ホスト・ターゲットの追加

[image: 図1-28の説明が続きます]





「ターゲット・タイプ」選択リストが表示されます。TimesTen In-Memory Database 11gを選択する準備ができました。


	
「ターゲット・タイプ」とラベル付けされたドロップダウン・リストを開き、TimesTen In Memory Database 11g を選択します。


図1-29 ターゲット・タイプの選択

[image: 図1-29の説明が続きます]





監視エージェントを検索する準備ができました。「ターゲット・タイプ」選択リストの下にある監視エージェント検索ボックスを見つけます。


	
監視エージェントの右にある検索アイコンをクリックします。

「ターゲットの検索と選択 - Oracle Enterprise Manager」ページが表示されます。TimesTenターゲット用の監視エージェントを選択する準備ができました。「ターゲット名」列、「ターゲット・タイプ」列および「ホスト上」列でターゲット表を検索します。ご使用のエージェントのターゲット名を識別します。「ターゲット・タイプ」が「エージェント」であることを確認し、さらに再確認で「ホスト上」列のホスト名が正しいことを確認します。


	
エージェントのターゲット名を識別する行をクリックし、「選択」をクリックします。


図1-30 管理エージェントの選択

[image: 図1-30の説明が続きます]





「ターゲットの検索と選択 - Oracle Enterprise Manager」ページが閉じ、「ターゲットの手動追加」ページに戻ります。選択したエージェントは「監視エージェント」テキスト・フィールドに自動入力されています。ターゲット・タイプが「TimesTen In Memory Database 11g」であり、エージェントが正しいことを再確認します。

ターゲットを追加する準備ができました。


	
「手動追加」をクリックします。


図1-31 「手動追加」をクリック

[image: 図1-31の説明が続きます]





「TimesTen In Memory Database 11gの追加」ページが表示されます。ターゲットのターゲット・プロパティを入力する準備をします。最初のプロパティはターゲットの名前です。

「ターゲット名」テキスト・フィールドでTimesTenターゲット名を定義します。わかりやすいIDとなる名前を選択します。(たとえば、hostname.instance.DSNです。)


	
「ターゲット名」テキスト・フィールドにTimesTenターゲット名を入力します。

「ターゲット名」テキスト・フィールドの下にある「ターゲット・タイプ」、「エージェント」、「資格証明のタイプ」テキスト・フィールドは自動入力されています。TimesTen監視資格情報のプロパティを入力する準備ができました。


	
*「TimesTenデータベース・ユーザー名」テキスト・フィールドに、ADMIN権限を持つTimesTenデータベース・ユーザーを入力します。注意: このユーザーはTimesTenインスタンス管理者であることはできません。


	
*「TimesTenパスワード」テキスト・フィールドに、ADMIN権限を持つTimesTenデータベース・ユーザーのパスワードを入力します。注意: このユーザーはTimesTenインスタンス管理者であることはできません。


	
*「TimesTenパスワードの確認」テキスト・フィールドに、パスワードを再度入力します。TimesTenプロパティを入力する準備ができました。


	
*「データソース名」テキスト・フィールドにDSNを入力します。DSNは、sys.odbc.iniファイルかまたはMS WindowsのODBCデータ・ソース管理者に記述されている、システムDSNである必要があります。


	
*「TimesTenインスタンス名」テキスト・フィールドに、TimesTenインスタンスの名前を入力します。(インスタンスの名前がわからない場合は、ttStatusユーティリティを使用します。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatusに関する説明を参照してください。)


図1-32 TimesTen固有情報の追加

[image: 図1-32の説明が続きます]





ターゲットが正常にデプロイされ、正しく構成されたことを確認するために、接続をテストする準備ができました。


	
「テスト接続」をクリックします。

確認ダイアログが表示されます。「テスト接続が成功しました」という情報メッセージが表示されます。メッセージ「テスト接続が成功しました」が表示されない場合、インスタンス名とDSNが正しいこと、およびそのDSNのTimesTenデータベースがメモリーにロードされていることを確認します。


	
「接続のテスト」ダイアログで、「閉じる」をクリックします。


図1-33 テスト接続が成功しました

[image: 図1-33の説明が続きます]





確認ダイアログが閉じます。ページの右上部にある「OK」タブを見つけます。


	
「OK」をクリックします。

2番目の確認ダイアログが表示されます。情報メッセージ「ターゲットの追加は正常に完了しました」が表示されます。ターゲット・タイプ(TimesTen In Memory Database 11g)、ターゲット名およびエージェントも表示されます。


	
「閉じる」をクリックします。


図1-34 正常に追加されたターゲット

[image: 図1-34の説明が続きます]





ターゲットが正常に追加されました。




新しいターゲットに関する情報を確認し、表示できます。








プラグインの検査および検証

プラグインによるデータ収集の開始を数分間待った後で、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Control 12cのホームページで、「ターゲット」メニューから「すべてのターゲット」を選択します。

「すべてのターゲット」ページが表示されます。「すべてのターゲット」で「検索の絞込み」を見つけます。


	
「ターゲット」 「タイプ」、次に「データベース」を展開し、「TimesTen In Memory Database 11g」をクリックします。


図1-35 TimesTen In Memory Database 11gの選択

[image: 図1-35の説明が続きます]





ターゲット表が表示されます。表の各行について、列「ターゲット・タイプ」に「TimesTen In Memory Database 11g」が含まれており、また、表の各行には前に構成したターゲットの名前が含まれていることを確認します。TimesTenターゲットの構成の詳細は、「TimesTenターゲットの構成」を参照してください。

それぞれのターゲット・タイプ行について、「ターゲット・ステータス」列を検索します。ステータスが「稼働中」であることを示す緑色の上矢印があることを確認します。


図1-36 TimesTenターゲットが稼働中であることの確認

[image: 図1-36の説明が続きます]





メトリック・エラーがないことを確認する準備ができました。


	
ターゲット表で、TimesTenターゲットが含まれている行を検索します。「ターゲット名」列で「ターゲット名」をクリックします。(このターゲット名は、構成したTimesTenターゲットの名前です。)


図1-37 ターゲット名をクリック

[image: 図1-37の説明が続きます]





TimesTenターゲット・ページが表示されます。


	
「TimesTen IMDB」メニューから「監視」を選択し、「メトリック収集エラー」をクリックします。


図1-38 「メトリック収集エラー」の選択

[image: 図1-38の説明が続きます]





「メトリック収集エラー」ページに、メトリック収集エラーの情報が記載された表が表示されます。第1列の「メトリック」にテキスト「エラーはありません」が含まれていることを確認します。


図1-39 エラーなし

[image: 図1-39の説明が続きます]





TimesTenレポートを確認する準備ができました。


	
「TimesTen IMDB」メニューから、「情報パブリッシャ・レポート」を選択します。

「情報パブリッシャ・レポート」ページが表示されます。


	
TimesTenレポートを選択します。たとえば、「TimesTen IMDB接続レポート」を選択します。

レポートが表示され、エラーがないことを確認します。レポートの詳細は、「レポートの表示」を参照してください。









ターゲットの優先資格証明の設定

トランザクション監視を使用するには、TimesTenターゲットに対して優先資格証明を設定する必要があります。トランザクション監視の詳細は、「トランザクション監視」を参照してください。

ターゲットの優先資格証明を設定するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Control 12cのホーム・ページを開いていることを確認します。「設定」メニューから、「セキュリティ」、「優先資格証明」の順に選択します。

「優先資格証明」ページが表示されます。「ターゲット・タイプ」列で「TimesTen In Memory Database 11g」を検索します。


	
「TimesTen In Memory Database 11g」をクリックします。


図1-40 「優先資格証明」ページ

[image: 図1-40の説明が続きます]





TimesTenターゲットの優先資格証明を設定する準備ができました。


	
「優先資格証明の管理」をクリックします。


図1-41 「優先資格証明の管理」をクリック

[image: 図1-41の説明が続きます]





「TimesTen In Memory Database 11gの優先資格証明」ページが表示されます。


	
「ターゲット優先資格証明」表で、ご使用のTimesTenターゲットを含む行を検索します。「ターゲット名」列で「ターゲット名」をクリックします。(このターゲット名は、構成したTimesTenターゲットの名前です。)


図1-42 ターゲット名をクリック

[image: 図1-42の説明が続きます]





	
「設定」をクリックします。


図1-43 「設定」をクリック

[image: 図1-43の説明が続きます]





「名前付き資格証明の選択」ページが表示されます。


	
テキスト「新規」の左側にある円をクリックします。


図1-44 「名前付き資格証明の選択」ページ

[image: 図1-44の説明が続きます]





「名前付き資格証明の選択」ページがリフレッシュされます。ご使用のTimesTenターゲットの優先資格情報を入力するよう、プロンプトが表示されます。最初のプロパティはUserNameです。


	
*「UserName」テキスト・フィールドに、ターゲット・ホストへのアクセス権限を持つユーザーを入力します。このユーザー名は、TimesTenインスタンス管理者のオペレーティング・システム・ユーザー名である必要があります。


	
*「パスワード」テキスト・フィールドに、ターゲット・ホストへのアクセス権限を持つユーザーのパスワードを入力します。このパスワードは、TimesTenインスタンス管理者のオペレーティング・システムのパスワードである必要があります。


	
*「パスワードの確認」テキスト・フィールドに、パスワードを再度入力します。


	
テキスト「別名保存」の左にあるチェック・ボックスをクリックします。


	
「別名保存」テキスト・フィールドに、優先資格情報に使用する名前を入力します。資格情報はこの名前で保存されます。


	
「テストと保存」をクリックします。


図1-45 「テストと保存」をクリック

[image: 図1-45の説明が続きます]





「名前付き資格証明の関連付けが正常に実行されました。」というテキストとともに情報ダイアログが表示されます。


図1-46 名前付き資格証明の関連付けの正常終了

[image: 図1-46の説明が続きます]







資格情報をTimesTenターゲットと正常に関連付けることができました。






ターゲットの監視構成の変更

TimesTenターゲットを構成するときには、TimesTenのユーザー名およびパスワードを指定します。TimesTenデータベースでこのTimesTenユーザーのパスワードを変更した場合は、Enterprise Manager Cloud Control監視構成のパスワードを更新する必要があります。TimesTenターゲットの構成の詳細は、「TimesTenターゲットの構成」を参照してください。

ご使用のTimesTenターゲットの監視構成を変更するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Control 12cのホームページで、「ターゲット」メニューから「すべてのターゲット」を選択します。

「すべてのターゲット」ページが表示されます。「すべてのターゲット」で「検索の絞込み」を見つけます。


	
「ターゲット」 「タイプ」、次に「データベース」を展開し、「TimesTen In Memory Database 11g」をクリックします。


図1-47 TimesTen In Memory Database 11gの選択

[image: 図1-47の説明が続きます]





ターゲットの名前が含まれている行を検索します。


図1-48 TimesTenターゲットの検索

[image: 図1-48の説明が続きます]





パスワードを更新する準備ができました。


	
TimesTenターゲットが含まれている行の「ターゲット名」列のターゲット名を右クリックして、「ターゲット設定」、「監視構成」の順にクリックします。


図1-49 監視構成の変更

[image: 図1-49の説明が続きます]





ターゲットの監視構成ページが表示されます。データソース名、TimesTenインスタンス名およびTimesTenユーザー名はすべて自動入力されます。


	
「TimesTenのパスワード」テキスト・フィールドに、新しいパスワードを入力します。このパスワードは、TimesTenユーザーに対してTimesTenデータベースに存在しているパスワードと同じである必要があります。たとえば、TimesTenのユーザー名がappuserであり、TimesTenデータベースでappuserに対するTimesTenのパスワードをnewpasswordに変更した場合は、TimesTenのパスワード・フィールドに「newpassword」と入力します。TimesTenデータベースでのパスワード変更の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Database SQLリファレンス』のALTER USERに関する説明を参照してください。


	
「OK」をクリックします。


図1-50 「OK」をクリック

[image: 図1-50の説明が続きます]





設定がリポジトリに正しく保存されたことを示す、「正常に保存しました」ダイアログが表示されます。


	
「正常に保存しました」ダイアログで「OK」をクリックします。


図1-51 正常に保存された監視構成

[image: 図1-51の説明が続きます]





「正常に保存しました」ダイアログが閉じます。




ターゲットの新規監視構成を確認できます。TimesTenターゲットの確認の詳細は、「プラグインの確認と検証」を参照してください。






System Monitoring Plug-in for TimesTenのアンインストール

プラグインをアンデプロイする前に、すべてのTimesTenターゲットを削除する必要があります。たとえば、TimesTenデータベースが3つあり、2つのターゲットが1つのエージェントにデプロイされ、3つ目のターゲットが2つ目のエージェントにデプロイされている場合、次の手順を実行する必要があります。

	
エージェント1のターゲット1を削除します。


	
エージェント1のターゲット2を削除します。


	
エージェント2のターゲット3を削除します。




その後でOracle Enterprise Manager Cloud Controlからプラグインをアンデプロイし、削除します。

System Monitoring Plug-in for TimesTen 11gをアンインストールするには、次の手順を実行します。

	
TimesTenターゲットの削除


	
管理エージェントからのプラグインのアンデプロイ


	
OMSからのプラグインのアンデプロイ


	
プラグインの削除






TimesTenターゲットの削除

削除する各TimesTenターゲットについて、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Control 12cのホームページで、「ターゲット」メニューから「すべてのターゲット」を選択します。


図1-52 「すべてのターゲット」の選択

[image: 図1-52の説明が続きます]





「すべてのターゲット」ページが表示されます。テキスト「すべてのターゲット」の下の「検索の絞込み」を見つけます。


	
「ターゲット・タイプ」、次に「データベース」を展開し、「TimesTen In Memory Database 11g」をクリックします。


図1-53 TimesTen In Memory Database 11gの選択

[image: 図1-53の説明が続きます]





ターゲット表が表示されます。表の各行について、列「ターゲット・タイプ」が「TimesTen In Memory Database 11g」であることを確認します。また、表の各行には、前に構成したターゲットの名前が含まれていることを確認します。TimesTenターゲットの構成の詳細は、「TimesTenターゲットの構成」を参照してください。

削除するターゲットの名前が含まれている行を検索します。


	
TimesTenターゲットが含まれている行の「ターゲット名」列のターゲット名を右クリックして、「ターゲット設定」、「ターゲットの削除」の順にクリックします。


図1-54 ターゲットの削除

[image: 図1-54の説明が続きます]





確認ダイアログにテキスト「TimesTen_target_name (TimesTen In Memory Database 11g)の削除を選択しました。続行しますか。」が表示されます。

TimesTen_target_nameは、TimesTenターゲットの名前です。たとえば、testhost.tt1122.sampledb_1122となります。


	
「はい」をクリックします。


図1-55 ターゲットの削除の確認ダイアログ

[image: 図1-55の説明が続きます]





情報ダイアログにテキスト「ターゲットTimesTen_target_name (TimesTen In Memory Database 11g)が削除されました。」が表示されます(TimesTen_target_nameはTimesTenターゲットの名前です)。


	
「OK」をクリックします。


図1-56 削除されたターゲット

[image: 図1-56の説明が続きます]





TimesTenターゲットが含まれている行がターゲット表から削除されたことを確認します。




TimesTenターゲットが削除されました。追加のターゲットを削除するには、ステップ1-5を繰り返します。すべてのターゲットが削除されたら、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlからプラグインをアンデプロイし、削除できます。






管理エージェントからのプラグインのアンデプロイ

TimesTenターゲットを監視しているすべての管理エージェントからプラグインをアンデプロイする必要があります。




	
注意:

Oacle Management Service (OMS)からプラグインをアンデプロイする前に、管理エージェントからプラグインをアンデプロイします。







すべてのTimesTenターゲットが削除されていることを確認します。TimesTenターゲットを削除する手順の詳細は、「TimesTenターゲットの削除」を参照してください。

管理エージェントからプラグインをアンデプロイするには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開いている必要があります。

	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。


図1-57 「拡張性」→「プラグイン」の選択

[image: 図1-57の説明が続きます]





プラグイン・ページに、プラグインの表が表示されます。「名前」列でデータベースのフォルダを検索します。


	
「名前」列のデータベース・フォルダを展開し、「Oracle TimesTen In-Memory Database」をクリックします。


図1-58 Oracle TimesTen In-Memory Databaseプラグインの選択

[image: 図1-58の説明が続きます]





エージェントからプラグインをアンデプロイする準備ができました。ページの上部で「アンデプロイ元」タブを見つけます。


	
「アンデプロイ元」メニューから、「管理エージェント」を選択します。


図1-59 管理エージェントからのアンデプロイ

[image: 図1-59の説明が続きます]





管理エージェント上のプラグインのアンデプロイ概要ページが表示されます。プラグイン「Oracle TimesTen In-Memory Database」が「名前」列に表示されています。このプラグイン付き管理エージェント」の下の「追加」タブを見つけます。


	
「追加」をクリックします。


図1-60 「追加」をクリック

[image: 図1-60の説明が続きます]





「検索と選択: ターゲット - Oracle Enterprise Manager」ページが表示されます。アンデプロイするエージェントを選択する準備ができました。テキスト「TimesTen In-Memory Databaseがデプロイされている、ステータスが「稼働中」のエージェントを選択してください」の下の「ターゲット・タイプ」列が「エージェント」であることを確認します。


	
「ターゲット」表で、ターゲットの名前とホストで識別された正しいエージェントが含まれている行を検索します。この行内でクリックしてから「選択」をクリックします。


図1-61 アンデプロイするエージェントの選択

[image: 図1-61の説明が続きます]





「管理エージェント」表は、選択した管理エージェントの名前で更新されます。


	
「続行」をクリックします。


図1-62 「続行」をクリック

[image: 図1-62の説明が続きます]





管理からプラグインをアンデプロイするときの前提条件チェック・ページが表示されます。「管理エージェント」表の「ステータス」列に緑のチェック・マークがあることを確認します。


	
「次へ」をクリックします。


図1-63 「次へ」をクリック

[image: 図1-63の説明が続きます]





管理エージェントからのプラグインのアンデプロイの確認ページが表示され、次の情報メッセージが表示されます。「管理エージェントからプラグインをアンデプロイしてプラグインが監視するたターゲットを削除し、管理エージェントを再起動します。ダウンタイム中、管理エージェントはターゲットを監視できません。」

「このプラグイン付き管理エージェント」表で、「管理エージェント」列の名前が正しいことを確認します。


	
「アンデプロイ」をクリックします。


図1-64 「アンデプロイ」をクリック

[image: 図1-64の説明が続きます]





管理エージェントからのプラグインのアンデプロイの確認ページが表示され、選択したエージェント上でプラグインのアンデプロイメントが開始されたことを示すメッセージが表示されます。アンデプロイメントの時間は状況によって異なります。「ステータスの表示」をクリックするか、最近のデプロイメント・アクティビティ・ページに移動して、アンデプロイメントのステータスを監視できます。


	
「ステータスの表示」をクリックします。


図1-65 エージェントでのアンデプロイの確認

[image: 図1-65の説明が続きます]





プラグイン・デプロイメント・アクティビティページにはアンデプロイメント・ステップのステータスが表形式で表示されます。表の1行目にある最初のステップにテキスト「アンデプロイメントの開始」が表示されており、表の最終行にある最後のステップにテキスト「インベントリの更新」が表示されていることを確認します。これはアンデプロイメント・プロセスの最後のステップです。デプロイメント・ステップ表の各行のステータス列に緑のチェック・マークがあることを確認します。これらのチェック・マークは、アンデプロイメント・プロセスのすべてのステップが正常に完了したことを示しています。また、ページの上部にあるアンデプロイメント表のステータス列にチェック・マークがあることを確認します。


図1-66 アンデプロイメントの正常終了

[image: 図1-66の説明が続きます]





プラグインは管理エージェントからアンデプロイされました。ステップ1-8を繰り返して、プラグインを監視している各管理エージェントをアンデプロイします。




Oracle Management Server (OMS)からプラグインをアンデプロイする準備ができました。






OMSからのプラグインのアンデプロイ

OMSからプラグインをアンデプロイする前に、プラグインを監視しているすべての管理エージェントからプラグインをアンデプロイしたことを確認します。

OMSからプラグインをアンデプロイするには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開いている必要があります。

	
「設定」メニューから「拡張性」、「プラグイン」の順に選択します。


図1-67 「拡張性」→「プラグイン」の選択

[image: 図1-67の説明が続きます]





プラグイン・ページに、プラグインの表が表示されます。「名前」列でデータベースのフォルダを検索します。


	
「名前」列のデータベース・フォルダを展開し、「Oracle TimesTen In-Memory Database」を選択します。


図1-68 TimesTen In-Memory Databaseプラグインの選択

[image: 図1-68の説明が続きます]





OMSからプラグインをアンデプロイする準備ができました。ページの上部で「アンデプロイ元」タブを見つけます。


	
「アンデプロイ元」メニューから、「管理サーバー」を選択します。


図1-69 OMSからのアンデプロイ

[image: 図1-69の説明が続きます]





「管理サーバーからのプラグインのアンデプロイ概要」ページが表示されます。プラグイン「Oracle TimesTen In-Memory Database」が「名前」列に表示され、バージョンが自動入力されています。リポジトリSYSユーザーを入力する必要があります。


	
*「リポジトリSYSパスワード」列に、リポジトリSYSユーザーのパスワードを入力します。


図1-70 リポジトリSYSパスワード

[image: 図1-70の説明が続きます]





ページの右下で「続行」タブを見つけます。


	
「続行」をクリックします。


図1-71 「続行」をクリック

[image: 図1-71の説明が続きます]





「管理サーバーからのプラグインのアンデプロイの確認」ページが表示されます。管理サーバー表で、管理サーバーの名前が正しいことを確認します。


	
「アンデプロイ」をクリックします。


図1-72 OMSからのアンデプロイの確認

[image: 図1-72の説明が続きます]





管理サーバーからのプラグインのアンデプロイの確認ページが表示され、プラグインのアンデプロイメントが進行中であることを示すメッセージが表示されます。アンデプロイメントの時間は状況によって異なります。「ステータスの表示」をクリックするか、最近のデプロイメント・アクティビティ・ページに移動して、アンデプロイメントのステータスを監視できます。


	
「ステータスの表示」をクリックします。


図1-73 OMSからのアンデプロイの確認

[image: 図1-73の説明が続きます]





プラグイン・デプロイメント・アクティビティページにはアンデプロイメント・ステップのステータスが表形式で表示されます。表の最後の行にある最後のステップにテキスト「プラグインのOracleホームの削除」が表示されていることを確認します。これはアンデプロイメント・プロセスの最後のステップです。デプロイメント・ステップ表の各行のステータス列に緑のチェック・マークがあることを確認します。これらのチェック・マークは、アンデプロイメント・プロセスのすべてのステップが正常に完了したことを示しています。また、ページの上部にあるアンデプロイメント表のステータス列にチェック・マークがあることを確認します。


図1-74 OMSでのアンデプロイメントの正常終了

[image: 図1-74の説明が続きます]





プラグインはOMSからアンデプロイされました。




OMSおよび管理エージェントからプラグインを削除する準備ができました。






プラグインの削除

プラグインを削除する場合は、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlからプラグインを削除します。プラグインを削除するには、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのホーム・ページを開いている必要があります。

	
「設定」メニューで、「拡張性」、「自己更新」の順に選択します。


図1-75 「拡張性」→「自己更新」の選択

[image: 図1-75の説明が続きます]





「自己更新」ページが表示されます。プラグイン・フォルダを検索します。


	
プラグインの名前をクリックします。


図1-76 「プラグイン」フォルダ

[image: 図1-76の説明が続きます]





プラグイン更新ページが表示されます。「プラグイン名」列で「Oracle TimesTen In-Memory Database」を検索します。「ステータス」列が「ダウンロード」となっていることを確認します。


	
「プラグイン名」列で「Oracle TimesTen In-Memory Database」をクリックします。


図1-77 プラグインの更新

[image: 図1-77の説明が続きます]





ページの上部にある「プラグイン更新」の「アクション」タブを展開する準備をします。


	
「アクション」を展開し、「削除」を選択します。


図1-78 プラグインの削除

[image: 図1-78の説明が続きます]





削除により、更新(プラグイン)が永久に削除されることを示す「更新の削除」ダイアログが表示されます。「削除」をクリックすることによる削除の確認準備をします。


	
「削除」をクリックします。


図1-79 更新の削除の確認

[image: 図1-79の説明が続きます]





更新(プラグイン)が永久に削除されたことを示す確認ダイアログが表示されます。


	
「OK」をクリックします。


図1-80 プラグインの削除

[image: 図1-80の説明が続きます]







プラグインが正常に削除されました。プラグインが削除されたことは、「プラグイン更新」ページを確認することで確認できます。TimesTenプラグインはこれ以降、表示されません。














2 TimesTenターゲット・ページの操作

TimesTenプラグインはパフォーマンス問題のトラブルシューティングに役立つさまざまなメトリックを収集します。TimesTenターゲット・ページではデータベースの集合ビューおよびデータベースのパフォーマンスが表示されます。

この章ではTimesTenターゲット・ページへの移動手順の詳細と、TimesTenターゲット・ページの概要を説明します。

内容は次のとおりです。

	
TimesTenターゲット・ページへの移動


	
TimesTenターゲット・ページの概要






TimesTenターゲット・ページへの移動

TimesTenターゲット・ページに移動するには、次の手順を実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Control 12cのホームページで、「ターゲット」メニューから「すべてのターゲット」を選択します。

「すべてのターゲット」ページが表示されます。「すべてのターゲット」で「検索の絞込み」を見つけます。


	
「ターゲット」 「タイプ」、次に「データベース」を展開し、「TimesTen In Memory Database 11g」をクリックします。


図2-1 TimesTen In Memory Database 11gの選択

[image: 図2-1の説明が続きます]





ターゲット表が表示されます。表の各行について、「ターゲット・タイプ」列に「TimesTen In Memory Database 11g」が含まれていることを確認します。行数は、構成したTimesTenターゲットの数に応じて異なります。たとえば、2つのTimesTenターゲットを構成した場合、表には2行表示されます。各行で、「ターゲット・タイプ」はTimesTen In Memory Database 11gに相当します。


	
「ターゲット名」列で、確認を行うTimesTenターゲットを識別し、「ターゲット」→「名前」とクリックします。このターゲット名は、構成したTimesTenターゲットの名前です。


図2-2 ターゲット名をクリック

[image: 図2-2の説明が続きます]





TimesTenターゲット・ページが表示されます。









TimesTenターゲット・ページの概要

TimesTenターゲット・ページではTimesTenターゲット固有の監視情報およびメトリック情報を収集できます。図2-3「TimesTenターゲット・ページ」にはEnterprise Manager Cloud Controlメニューの選択肢と、TimesTenターゲット用にカスタマイズしたメニューの選択肢が表示されます。


図2-3 TimesTenターゲット・ページ

[image: 図2-3の説明]





TimesTenターゲット用にカスタマイズされたメニュー選択肢の説明は次のとおりです。

	
ホーム

パフォーマンス・メトリックの概要と構成データを表示します。詳細は、第3章「TimesTenホーム・ページの操作」を参照してください。


	
監視 - すべてのメトリック

メトリック情報を表形式で表示します。詳細は、第6章「メトリックの表示」を参照してください。


	
情報パブリッシャ・レポート

TimesTenデータベースに関するレポートを表示します。詳細は第8章「レポートの表示」を参照してください。


	
パフォーマンス

パフォーマンス・メトリックをグラフ形式で表示します。詳細は、第4章「パフォーマンス・ページの操作」を参照してください。


	
その他のリンク - キャッシュ同期メトリック

キャッシュ同期メトリックを表示します。詳細は、第5章「キャッシュ同期メトリックの操作」を参照してください。


	
その他のリンク - レプリケーション監視

レプリケーションの監視情報を表示します。詳細は、第7章「レプリケーション監視の操作」を参照してください。















3 TimesTenホーム・ページの操作

この章では、TimesTenホーム・ページについて説明します。ホーム・ページはTimesTenデータベースに関する構成情報およびパフォーマンス情報の概要を伝達します。

内容は次のとおりです。

	
TimesTenホーム・ページの表示


	
TimesTenホーム・ページに関する情報の分析






TimesTenホーム・ページの表示

ホーム・ページを表示するには、TimesTenターゲット・ページを開いていることを確認します。TimesTenターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTen IMDB」メニューから「ホーム」を選択します。

TimesTenホーム・ページが表示されます。






TimesTenホーム・ページに関する情報の分析

TimesTenホーム・ページは5つのリージョンで構成されており、それぞれがTimesTenの各ターゲット専用にカスタマイズされています。

ここに詳細を説明するこの5つのリージョンは次のとおりです。

	
サマリー


	
ステータス


	
構成


	
パフォーマンス概要


	
問題









サマリー


図3-1 「サマリー」リージョン

[image: 図3-1の説明が続きます]





このリージョンにはTimesTenターゲットに関する情報が表示されます。

	
データストアの名前

この値はデータストアのパスの最後の部分から取ります。たとえば、データストアのパスが/var/tt/sampledb_1122の場合、データストアの名前はsampledb_1122です。


	
インスタンス名

現在のTimesTenインスタンスの名前。


	
TimesTenのバージョン

現在のTimesTenインスタンスのバージョン


	
ホスト名

TimesTenが実行されているホストの名前。


	
Oracle Netサービス名

キャッシュに使用されるOracle Databaseのサービス名。キャッシュを構成していなかった場合、この値は「N/A」です。









ステータス


図3-2「ステータス」リージョン

[image: 図3-2の説明が続きます]





このリージョンには次のようなステータス情報が表示されます。

	
TimesTenサーバー

この値は「稼働中」または「停止中」のいずれかが可能です。TimesTenサーバーは、データベースへのクライアント/サーバー接続を可能にするリスナー・プロセスです。


	
キャッシュ・エージェント

この値は「稼働中」、「停止中」または「N/A」のいずれかが可能です。キャッシュ環境を構成しなかった場合、この値は「N/A」です。キャッシュ・エージェントは、Oracle 10gまたは11g Databaseのデータのキャッシュを読み書きするために使用します。


	
レプリケーション・エージェント

この値は「稼働中」、「停止中」または「N/A」のいずれかが可能です。レプリケーション・スキームを構成しなかった場合、この値は「N/A」です。レプリケーション・エージェントは、TimesTenデータベース間でデータを複製するか、またはOracle 10gか11g Databaseに非同期書込みを行うために使用されます。


	
以降にロード

データベースがメモリーにロードされた日付









構成


図3-3「構成」リージョン

[image: 図3-3の説明が続きます]





このリージョンにはご使用のデータベース固有の情報が表示されます。これらの属性は初期接続属性で、値は初回接続時に設定されます。初期接続属性の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』の接続属性に関する説明を参照してください。

	
割当て済PERM領域


	
割当て済TEMP領域


	
内部ログ・バッファー・サイズ


	
PL/SQLメモリー・セグメントのサイズ









パフォーマンス概要

「パフォーマンス概要」リージョンは4つのサブリージョンで構成されています。最初の3つのサブリージョンにはグラフィック形式で表される情報が含まれています。すべてのグラフは時間に対して表されます。

	
現行接続数


	
データベース使用率(%)


	
使用可能な空きディスク領域(%)


	
実行された文 - SQLコマンド・キャッシュ






現行接続数


図3-4「現行接続数」リージョン

[image: 図3-4の説明が続きます]





このリージョンでは、直接リンク接続およびクライアント/サーバー接続の数が、折れ線グラフを使用して表示されます。これらの折れ線グラフは、現在の値だけではなく、最新のメトリック収集で収集された値を表示するために、時間に従って変化します。

X軸は時間を表します。Y軸は、現在の直接リンク接続とクライアント/サーバー接続の数を表します。これらの接続にはサブデーモン接続や、構成データおよびパフォーマンス・データを収集するためにTimesTenプラグインにより作成された接続は含まれません。






データベース使用率(%)


図3-5 「データベース使用率」リージョン

[image: 図3-5の説明が続きます]





このリージョンでは、現在使用されている永続領域および一時領域が折れ線グラフを使用して表示されます。値は、データベースの初期接続時に構成された領域が割合で表されます。構成された値の詳細は、「サマリー」、「ステータス」および「構成」リージョンを参照してください。

X軸は時間を表します。Y軸は、使用中の永続領域のパーセントと使用中の一時領域のパーセントを表します。

データベースの使用率が高いということは、より多くの永続領域または一時領域を割り当ててデータベースを拡大する必要があることを示している場合があります。






使用可能な空きディスク領域(%)


図3-6「使用可能な空きディスク領域」リージョン

[image: 図3-6の説明が続きます]





このリージョンでは、チェックポイント・ファイルおよびトランザクション・ログ・ファイルが現在存在しているファイル・システムの空き領域が、折れ線グラフを使用して表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸はチェックポイント・ファイル・システムの空き領域およびトランザクション・ログ・ファイル・システムの空き領域を表します。チェックポイント・ファイルおよびトランザクション・ログ・ファイルを同じファイル・システムおよびパスで構成した場合、2本の線はそれぞれもう1本の上にできるので、1本の線に見えます。

使用できる空きディスク領域の割合が非常に低いということは、より容量の大きいディスクを取り付ける必要があること示している場合があります。






実行された文 - SQLコマンド・キャッシュ


図3-7 「実行された文 - SQLコマンド・キャッシュ」リージョン

[image: 図3-7の説明が続きます]





この領域にはSQLコマンド・キャッシュ内の上位SQL文が表形式で示されます。この情報は問合せの分析に役立ちます。最も実行されたSQL文を調べるために、実行回数でソートする場合に役立つことがあります。また、「システムを除外」の左側のボックスをクリックして、システムSQLコマンドを除外するにも便利です。

上位実行回数を確認するときには、「準備」列の値を調べます。SQL問合せが準備されていない場合は、問合せを準備する必要があります。パフォーマンスを最適化するためには、SQL文を一度準備し、何回も実行する必要があります。SQL文の準備回数が多い場合は、1つのSQL文当たりの準備回数を最小化するようにアプリケーションを機能拡張できるかどうかを確認します。さらに、「問合せテキスト」列のテキストをクリックできます。クリックすると、「完全なSQLテキスト」ダイアログが開き、SQL問合せが表示されます。このSQL問合せをSQL Developerにコピーして貼り付け、「実行計画」の結果を確認できます。また、このSQL問合せをttIsqlに貼り付けて、showplanで問合せを調べることもできます。こうすることにより、問合せのパフォーマンスの状態やその理由がより正確にわかります。

また、列のヘッダーをクリックすると、その列に基づいて表がソートされます。各列の説明は次のとおりです。

	
コマンドID

SQLコマンドの一意識別子。この番号はTimesTenデータベースにより生成されます。


	
実行

コマンド・キャッシュへの格納以降にこのコマンドを実行した回数を数えるためのカウンタ。


	
準備回数

SQL文の準備回数のカウンタ。


	
再準備回数

再準備回数のカウンタ。


	
所有者

コマンドを作成したユーザーの識別子。


	
問合せテキスト

SQLテキスト。











問題


図3-8 「問題」リージョン

[image: 図3-8の説明は次にあります。]





このリージョンには警告またはエラーのしきい値を超えたアラートが表示されます。












4 パフォーマンス・ページの操作

この章ではTimesTenパフォーマンス・ページについて説明します。パフォーマンス・ページには、TimesTenターゲット用にカスタマイズされたパフォーマンス固有の情報が表示されます。

内容は次のとおりです。

	
パフォーマンス・ページの表示


	
TimesTenパフォーマンス・ページに関する情報の分析






パフォーマンス・ページの表示

パフォーマンス・ページを表示するには、TimesTenターゲット・ページを開いていることを確認します。TimesTenターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTen IMDB」メニューから「パフォーマンス」を選択します。






TimesTenパフォーマンス・ページに関する情報の分析

図4-1は、ご使用のTimesTenターゲット用にカスタマイズされた、パフォーマンス固有の7つの領域を示しています。特定のタブをクリックすると、詳しいパフォーマンス情報が表示されます。


図4-1 パフォーマンス・タブ

[image: 図4-1の説明が続きます]





各領域の説明を次に示します。

	
接続


	
文


	
ワークロード


	
コミットとロールバック


	
ロック


	
トランザクション・ログ


	
チェックポイント









接続

接続ページでは、データベースの接続と切断に関する情報を表示できます。このページは次の2つのリージョンに分かれています。

	
接続と切断の比率


	
集計






接続と切断の比率


図4-2「接続と切断の比率」リージョン

[image: 図4-2の説明が続く]





接続と切断の比率」リージョンでは、1分当たりの接続と切断の比率が折れ線グラフを使用して表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸は1分当たりの接続と切断の比率を表します。これらの比率は、アプリケーションによるすべての接続と切断および構成データとパフォーマンス・データを収集するためにTimesTenプラグインにより作成された接続を表します。

接続と切断の比率が高い場合は、そうした高い比率の理由を調査します。接続プールを実行するためにアプリケーションの変更を検討することもあります。






集計


図4-3 集計リージョン

[image: 図4-3の説明が続きます]





集計リージョンには、現在のTimesTenターゲットがメモリーにロードされた以降に蓄積された情報が表示されます。








文

文ページではSQL文の実行率を比較および確認できます。このページは次の5つのリージョンに分かれています。

	
書込み率


	
読取り率


	
実行率に対する準備率の割合


	
サマリー


	
詳細






書込み率


図4-4 「書込み率」リージョン

[image: 図4-4の説明が続きます]





「書込み率」リージョンでは1秒間に実行されたINSERT、UPDATEおよびDELETE文の割合が、折れ線グラフを使用して表示されます。






読取り率


図4-5 「読取り率」リージョン

[image: 図4-5の説明は次にあります。]





「読取り率」リージョンでは1秒間に実行されたSELECT文の割合が、折れ線グラフを使用して表示されます。






実行率に対する準備率の割合


図4-6 「実行率に対する準備率の割合」リージョン

[image: 図4-6の説明は次にあります。]





「実行率に対する準備率の割合」リージョンでは実行中の文の全体的なパフォーマンスが折れ線グラフを使用して表示されます。

SQL文が毎回の実行ごとに準備された場合、実行に対する準備の比率は値1.0と等しくなります。この種の比率はパフォーマンスに影響します。SQL文の準備ではCPUの負荷が高くなります。SQL文が準備される回数が最小限になるように努めてください。アプリケーションではバインド変数の使用を検討してください。SQL文を一度準備して、その後に何回も実行できます。

1.0未満の値は、実行回数が準備回数よりも多いことを意味しています。これは、実行されている文がすでにSQLコマンド・キャッシュにあり、すでに準備されているということです。こうすることで、文の実行に必要な作業が少なくなります。






サマリー


図4-7 「サマリー」リージョン

[image: 図4-7の説明は次にあります。]





サマリー・リージョンには、TimesTenターゲットがメモリーにロードされた以降に実行された文の総数が表示されます。






詳細


図4-8 文の詳細リージョン

[image: 図4-8の説明が続く]





詳細リージョンでは円グラフを使用して文の各タイプ(SELECT文、UPDATE文、MERGE文、DELETE文など)に分類し、文のそれぞれのタイプについて、TimesTenターゲットがメモリーにロードされた以降に実行された文の総数に対する実行数を示します。








ワークロード

ワークロード・ページはTimesTenターゲットのワークロードを示します。このページは次の2つのリージョンに分かれています。

	
書込みワークロード


	
読取りワークロード


	
準備回数と再準備回数


	
集計






書込みワークロード


図4-9 書込みワークロード

[image: 図4-9の説明が続く]





読取りワークロード・リージョンには、1分間に削除、挿入および更新された表の行数が折れ線グラフを使用して表示されます。

TimesTenデータベースのすべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計を収集する機能を有効にすると、書込みワークロード・リージョンに値が移入されます。すべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計をTimesTenが収集できるようにするには、StatsLevelパラメータをALLに設定してttStatsConfig組込みプロシージャを実行します。


call ttStatsConfig('StatsLevel','ALL');



ttStatsConfig組込みプロシージャ詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatsConfigに関する説明を参照してください。






読取りワークロード


図4-10 読取りワークロード

[image: 図4-10の説明が続く]





読取りワークロード・リージョンには、1分間に読み取られた表の行数が折れ線グラフを使用して表示されます。

TimesTenデータベースのすべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計を収集する機能を有効にすると、読取りワークロード・リージョンに値が移入されます。すべてのデータベースおよびオペレーティング・システムの統計をTimesTenが収集できるようにするには、StatsLevelパラメータをALLに設定してttStatsConfig組込みプロシージャを実行します。


call ttStatsConfig('StatsLevel','ALL');



ttStatsConfig組込みプロシージャ詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttStatsConfigに関する説明を参照してください。






準備回数と再準備回数


図4-11 準備回数と再準備回数

[image: 図4-11の説明が続く]





「準備回数と再準備回数」リージョンには、1分間に準備されたコマンド数および1分間に再準備されたコマンド数が、折れ線グラフを使用して表示されます。1分当たりに再準備されたコマンド数が多い場合は、複数の無効化が発生していることを示しています。これはパフォーマンスの低下を招きます。

ご使用のアプリケーションでバインド変数の使用を検討し、SQL文は一度準備してください。その後にそのSQL文を何回も実行できます。こうすることで、1分間に準備されるコマンド数はゼロに近づくはずです。






集計


図4-12 「集計」リージョン

[image: 図4-12の説明が続く]





集計リージョンではTimesTenターゲットがメモリーにロードされた以降の全表スキャンの回数が表示されます。全表スキャンはリソースを消費し、実行に相当の時間がかかる場合があるため、この回数は少なくする必要があります。








コミットとロールバック


図4-13 「コミットとロールバック比率」リージョン

[image: 図4-13の説明が続きます]





「コミットとロールバック」リージョンでは、永続的にコミットされたトランザクション、コミットされたトランザクションおよびロールバック間の関係が折れ線グラフを使用して表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸は、1秒当たりに永続的にコミットされたトランザクション、非永続的にコミットされたトランザクションおよびロールバックされたトランザクションの比率を示しています。






ロック

ロック・ページにはTimesTenターゲットの同時操作に関する情報が表示されます。このページは次の2つの副タブに分かれています。

	
ロック・パフォーマンス


	
トランザクション監視






ロック・パフォーマンス

ロック・パフォーマンス副タブには、TimesTenターゲットのロックおよび同時操作のパフォーマンスに関連した情報が表示されます。この副タブは次の3つのリージョンに分かれています。

	
ロックおよびデッドロック


	
ロックの許可


	
待機なしで取得されたロックの比率






ロックおよびデッドロック


図4-14 「ロックおよびデッドロック」リージョン

[image: 図4-14の説明が続きます]





「ロックとデッドロック」リージョンでは1分当たりのデッドロックおよび1分当たりのロックの比率が、折れ線グラフを使用して表示されます。

デッドロック率はできるだけ低くする必要があります。デッドロック率が低くならない、または増加する場合は、アプリケーションがリソースを得る手段を確認します。デッドロック率がゼロ(0)よりも大きい場合は、「トランザクション監視」を確認します。

1分当たりのロックのタイムアウト回数は少なくする必要があります。1分当たりのロックのタイムアウト回数が多い場合は、同じリソースに対する競合があることを示しています。ロックのタイムアウトの原因を見つけるには、「トランザクション監視」を確認します。






ロックの許可


図4-15 ロックの許可

[image: 図4-15の説明が続きます]





「ロックの許可」リージョンでは、1分当たりのロックの許可件数が折れ線グラフを使用して表示されます。待機後に付与されたロックの比率は低くなっている必要があります(この比率が低いことは、ロックが定時に取得されたことを示しています)。この比率はゼロになるのが理想です。






待機なしで取得されたロックの比率


図4-16 待機なしで取得されたロックの比率

[image: 図4-16の説明が続きます]





「待機なしで取得されたロックの比率」では、1分当たりの即時許可の比率を1分当たりの許可の合計比率で割った値が、折れ線グラフを使用して表示されます。このパーセンテージは100%に近くなる必要があります(100%はロックが待機なしで取得されることを示します)。このグラフはTimesTenターゲットでのロックの競合と同時性を確認するための良い指標となります。








トランザクション監視

トランザクション監視ではTimesTenデータベースの現行トランザクションのスナップショットが表示され、トランザクションに関する説明が提供されます。トランザクション監視を使用して、トランザクションがどのように処理されるかを確認します。ご使用のアプリケーションの動きが遅い場合は、アプリケーションでトランザクションがロックを取得する方法に問題がある可能性があります。ロックが解放されない、または解放に時間がかかりすぎる場合、アプリケーションの応答性が低下します。トランザクション監視により、処理に時間がかかりすぎるトランザクションを特定できます。

トランザクション監視を使用する前に、TimesTenに対して優先資格証明が設定されていることを確認します。優先資格証明の設定の詳細は、「ターゲットの優先資格証明の設定」を参照してください。

「トランザクション監視」副タブは次の4つのリージョンに分かれています。

	
リフレッシュ・モード


	
未処理のロック数


	
ロックの詳細


	
待機中ロック






リフレッシュ・モード


図4-17 リフレッシュ・モード

[image: 図4-17の説明が続きます]





リフレッシュ・モードではトランザクション監視をリフレッシュする方法を制御できます。

	
手動

トランザクション開始は手動モードで開始されます。トランザクション監視レポートをリフレッシュするには、「実行」をクリックします。


	
自動

自動モードでは、トランザクション監視をリフレッシュする頻度を選択できます。

自動リフレッシュ・モードを開始するには、次の手順を実行します。

	
「自動」の左にある円をクリックします。


	
「リフレッシュ間隔(秒)」フィールドで間隔を指定します。たとえば、間隔を「5」と指定した場合、トランザクション監視は5秒ごとにリフレッシュされます。


	
「実行」をクリックします。


図4-18 自動リフレッシュ・モード

[image: 図4-18の説明が続きます]





自動リフレッシュ・モードが一度アクティブになると、「実行」ボタンに代わって「停止」ボタンが表示されます。

アクティブなトランザクションがない場合は、自動リフレッシュ・モードを停止することが有用である可能性があります。自動リフレッシュ・モードを停止するには、「トランザクションがないときには停止」の左のボックスをクリックします。

自動モードの実行中はリフレッシュ間隔を変更できません。まず自動リフレッシュ・モードを停止します。




自動リフレッシュ・モードを停止するには、次の手順を実行します。

「停止」をクリックします。

自動リフレッシュ・モードが停止し、リフレッシュ間隔の変更とリフレッシュ・モードの手動への切替えができるようになります。









未処理のロック数


図4-19 未処理のロック数

[image: 図4-19の説明が続きます]





「未処理のロック数」リージョンでは、データベースでロックを保持している現行トランザクションが表示されます。

トランザクションをクリックして、そのトランザクションおよびそのトランザクションに関連したロックに関する詳細情報を確認します。


図4-20 トランザクションの選択

[image: 図4-20の説明が続きます]





選択したトランザクションのロック情報は「ロックの詳細」リージョンに表示されます。






ロックの詳細


図4-21 ロックの詳細

[image: 図4-21の説明が続きます]





「ロックの詳細」リージョンには、選択したトランザクションのロックに関する情報が表示されます。

「ロックの詳細」リージョンに表示されるロック数は少ない状態である必要があります。表示されるロック数が多い場合は、アプリケーションがロックを取得する方法を確認します。

「SQLテキスト」列のテキストをクリックすることもできます。クリックした場合は、SQL問合せが表示された「完全なSQLテキスト」ダイアログが開きます。ロックを保持しているSQLを知るために、SQL問合せを確認します。

ロックとトランザクションの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』の「ttXactAdmin」を参照してください。






待機中ロック


図4-22 待機中のロック

[image: 図4-22の説明が続きます]





「待機中ロック」リージョンでは、同じロック・リソースに対して競合するトランザクションが表示されます。

「待機中ロック」リージョンに表示されるロック数は少ない状態である必要があります。ユーザー入力などのイベントを待機中のロックは表に表示されません。トランザクション監視を複数回実行しても解消されないトランザクションがある場合は、ロックを確認します。トランザクションに対する強制的なコミットまたはロールバックが必要な場合があります。詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』の「ttXactAdmin」を参照してください。

また、「ホルダーSQLテキスト」列のテキストをクリックすることもできます。クリックした場合は、ロックを待機中のSQL問合せとロックを保持しているSQL問合せの両方が表示された「完全なSQLテキスト」ダイアログが開きます。

ロックとトランザクションの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』の「ttXactAdmin」を参照してください。










トランザクション・ログ

「トランザクション・ログ」ページには、ログの保持に関する情報とログ保持のパフォーマンスが表示されます。このページは2つの副タブに分かれています。

	
ログの保持


	
ログ・パフォーマンス






ログの保持

ログの保持ページには、TimesTenターゲットで実行中のさまざまな操作について保持されているログのレポートが表示されます。このような操作にはトランザクション、チェックポイント、レプリケーションなどがあります。「ログの保持」副タブは次の2つのリージョンに分かれています。

	
サマリー


	
ログの保持






サマリー


図4-23 サマリー

[image: 図4-23の説明が続きます]





「サマリー」リージョンには、存在する最新のログ・ファイルのファイル・サイズが表示されます。






ログの保持


図4-24 ログの保持

[image: 図4-24の説明が続きます]





「ログの保持」表には、ttLogHolds組込みプロシージャと同じ列および同じ値が入っています。ttLogHoldsの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のttLogHoldsに関する説明を参照してください。この表を使用して、ログ・バッファに依存する操作の程度を監視します。

「ログの保持」表のログが累積し始めた場合は、ログ・バッファのパージを許可していない操作を確認します。








ログ・パフォーマンス

「ログ・パフォーマンス」ページではログ・バッファのパフォーマンスを確認できます。「ログ・パフォーマンス」副タブは次の3つのリージョンに分かれています。

	
集計


	
ログの読取り回数とログのフラッシュ回数


	
ログ・バッファ待機






集計


図4-25 「集計」リージョン

[image: 図4-25の説明が続きます]





集計リージョンには、現在のTimesTenターゲットがメモリーにロードされた以降に累積した情報が表示されます。






ログの読取り回数とログのフラッシュ回数


図4-26 「ログの読取り回数とログのフラッシュ回数」リージョン

[image: 図4-26の説明が続きます]





「ログの読取り回数とログのフラッシュ回数」リージョンでは、1分当たりのファイル・システムからのログ読取り回数と1分当たりのファイル・システムへのログ・フラッシュ回数が、折れ線グラフを使用して表示されます。ログの読取り回数もログのフラッシュ回数も少ない状態である必要があります。ファイル・システムからのログの読取り回数の率がゼロではないということは、レスポンス時間の低下につながります。メモリーからのログ・レコードの読取りははるかに速いため、すべてのログ・レコードがディスクからではなくメモリー(ログ・バッファ)から読み取られることが理想的です。

ファイル・システムへのログ・フラッシュが高率であることは、より大きなログ・バッファが必要であるか、またはチェックポイント、レプリケーション、XLAなどの操作の実行が遅く、ログ・バッファがディスクに残ってしまうことを示している場合があります。






ログ・バッファ待機


図4-27 「ログ・バッファ待機」リージョン

[image: 図4-27の説明が続きます]





ログ・バッファ待機(秒)リージョンでは、ログ・ファイルを使用する操作の実行状況を確認できます。この値は0である必要があります。ゼロ以外の値は、ログ・バッファへの書込み前にトランザクションが待機する必要があったことを示します。










チェックポイント

チェックポイント・ページには、チェックポイント操作に関連する累積値のチェックポイントの履歴およびサマリーが表示されます。このページは次の2つのリージョンに分かれています。

	
チェックポイントの履歴


	
集計






チェックポイントの履歴


図4-28 チェックポイントの履歴

[image: 図4-28の説明は次にあります。]





「チェックポイントの履歴」表には、24時間以内のチェックポイントの履歴が表示されます。IDは、チェックポイントの一意の数値IDです。IDはデータベースが存続している間、単純に増加します。データベースを破棄した場合、IDはリセットされます。データベースは破棄するが、Enterprise Managerでターゲットを維持する場合は、破棄されたデータベースと新しいデータベースの両方のチェックポイントが混ざって表示されます。新しいデータベースのIDの値は小さな場合が多く、表の一番下に表示されます。新しいデータベースのIDを表の上部に表示する場合は、「開始時間」でソートします。

「タイプ」の有効な値は、「静的」、「ブロック中」、「ファジー」または「なし」です。「開始者」の有効な値は、「ユーザー」、「チェックポインタ」または「サブデーモン」です。「使用済ブロック」列の値は、書き込まれた使用済ブロックの数です。これらのブロックは、最後のチェックポイント以降に変更されたブロックです。「率」列の値は、1秒当たりに書き込まれる容量です(メガバイト単位)。「ステータス」列の有効な値は「進行状況」、「完了」または「失敗」です。

TimesTenプラグインは、10秒ごとにTimesTenターゲットをポーリングし、最新の8つのチェックポイントを確認します。10分の間隔にチェックポイントが9つ以上ある場合は、最新の8つのチェックポイントのみが表示されます。列ヘッダーをクリックすると開始時間でチェックポイントをソートできます。

最新の8つのチェックポイントの平均チェックポイント・ボリュームは、表の末尾に記載されます。このボリュームはメガバイト単位で表されます。






集計


図4-29 「集計」リージョン

[image: 図4-29の説明は次にあります。]





集計リージョンには、TimesTenターゲットがメモリーにロードされた以降に蓄積された値が表示されます。














5 キャッシュ同期メトリックの操作

この章では「キャッシュ同期メトリック」ページについて説明します。

内容は次のとおりです。

	
キャッシュ同期メトリックの表示


	
キャッシュ同期メトリックの分析






キャッシュ同期メトリックの表示

キャッシュ同期メトリックはキャッシュ固有のパフォーマンス情報を表示します。メトリックを表示するためには、ご使用のTimesTenターゲットにキャッシュ環境が構成されており、キャッシュ・エージェントが稼働していることを確認します。

キャッシュ同期メトリックを表示するには、TimesTenターゲット・ページを開いていることを確認します。TimesTenターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTen IMDB」メニューから「その他のリンク」を選択し、次に「キャッシュ同期メトリック」を選択します。






キャッシュ同期メトリックの分析

TimesTenキャッシュ同期メトリック・ページは2つのペインで構成されており、それぞれがTimesTenキャッシュ環境用にカスタマイズされています。左側のペインには、SYS.SYSTEMSTATSシステム表の値から導出されるパフォーマンス・データに関連したキャッシュが表示されます。ロックとトランザクションの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseシステム表およびビュー・リファレンス』のSYS.SYSTEMSTATSに関する説明を参照してください。右側のペインには、グラフィック形式で表されるパフォーマンス・データに関連したキャッシュが表示されます。

左側のペインは次の要素で構成されています。

	
キャッシュの自動リフレッシュ


	
AWTキャッシュ


	
SWTキャッシュ


	
キャッシュ・フラッシュ




右側のペインは次のグラフで構成されています。

	
Oracle DBに伝播されたAWTトランザクションの数


	
Oracle DBでコミットされたAWTトランザクションの数


	
TimesTenでコミットされたトランザクションの数


	
AWTバッチ・パフォーマンス


	
1秒当たりのAWT量(mb)









キャッシュの自動リフレッシュ


Figure 5-1 キャッシュの自動リフレッシュ

[image: 図5-1の説明が続きます]





キャッシュの自動リフレッシュのリージョンには、Oracle DBから削除された行数、Oracle DBからTimesTenに挿入された行数およびTimesTenで更新された行数が表示されます。TimesTenで正常に完了したサイクル数および失敗したサイクル数も表示されます。






AWTキャッシュ

「AWTキャッシュ」の左側にある矢印をクリックして「AWTキャッシュ」リージョンを展開します。


図5-2 AWTキャッシュ

[image: 図5-2の説明が続きます]





「AWTキャッシュ」リージョンには、Oracle Databaseでコミットしたトランザクション数およびOracle Databaseでロールバックされたトランザクション数が表示されます。AWTキャッシュのメソッド0およびメソッド1で、Oracle Databaseで送信されたバッチ数、送信された行数、削除された行数、挿入された行数および更新された行数も表示されます。

このメソッドにより、Oracle Databaseサーバーへの変更を適用し、非同期ライトスルー伝播を行うために使用するのはPL/SQL実行メソッドか、またはSQL配列実行メソッドかが決定されます。メソッド0ではSQL配列実行が使用されます。メソッド1ではPL/SQL収集と非同期ブロックが使用されます。

AWTキャッシュ・メソッドの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』のTimesTen Cacheの初期接続属性に関する説明を参照してください。






SWTキャッシュ

「SWTキャッシュ」の左側にある矢印をクリックして「SWTキャッシュ」リージョンを展開します。


図 5-3 SWTキャッシュ

[image: 図5-3の説明が続きます]





「SWTキャッシュ」リージョンには、SWTキャッシュのためにOracle Databaseで送信されたバイト数、削除された行数、挿入された行数、および更新された行数が表示されます。






キャッシュ・フラッシュ

「キャッシュ・フラッシュ」の左側にある矢印をクリックして「キャッシュ・フラッシュ」リージョンを展開します。


図5-4 キャッシュ・フラッシュ

[image: 図5-4の説明が続きます]





「キャッシュ・フラッシュ」リージョンには、Oracle Databaseのキャッシュ・グループのフラッシュ実行回数と、フラッシュされたバイト数および行数が表示されます。






Oracle DBに伝播されたAWTトランザクションの数


図5-5 Oracle DBに伝播されたAWTトランザクションの数

[image: 図5-5の説明は次にあります。]





「Oracle DBに伝播されたAWTトランザクションの数」リージョンでは、1秒間にOracle DBに伝播されたAWTトランザクション数が、折れ線グラフを使用して表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸は1秒間にOracle DBに伝播されたAWTトランザクション数を表します。






Oracle DBでコミットされたAWTトランザクションの数


図5-6 Oracle DBでコミットされたAWTトランザクションの数

[image: 図5-6の説明が続きます]





「Oracle DBでコミットされたAWTトランザクションの数」リージョンでは、Oracle DBでコミットされたAWTトランザクションの数が、折れ線グラフを使用して表示されます。このリージョンは、Oracle DBとTimesTenの両方のトランザクション・アクティビティを比較できるように、「TimesTenでコミットされたトランザクションの数」と同じページに表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸は1秒間にOracle DBでコミットされたAWTトランザクションの数を表します。






TimesTenでコミットされたトランザクションの数


図5-7 TimesTenでコミットされたトランザクションの数

[image: 図5-7の説明が続きます]





「TimesTenでコミットされたトランザクションの数」リージョンでは、TimesTenでコミットされたトランザクション数の合計が、折れ線グラフを使用して表示されます。このリージョンは、Oracle DBとTimesTenの両方のトランザクション・アクティビティを比較できるように、「Oracle DBでコミットされたAWTトランザクションの数」と同じページに表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸は1秒間にTimesTenで永続的にコミットされたAWTトランザクション、コミットされたAWTトランザクションおよびAWTトランザクションのロールバックの数を表します。






AWTバッチ・パフォーマンス


図5-8 AWTバッチ・パフォーマンス

[image: 図5-8の説明が続きます]





「AWTバッチ・パフォーマンス」リージョンでは折れ線グラフを使用して、AWTバッチ・パフォーマンスが1バッチ当たりの行数の率として表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸はSQLモード(CacheAWTMethod=0)またはPL/SQLモード(CacheAWTMethod=1)でのバッチ当たり行数の率を表します。






1秒当たりのAWT量(mb)


図5-9 1秒当たりのAWT量

[image: 図5-9の説明が続きます]





「1秒当たりのAWT量」リージョンでは、1秒当たりのAWT量(メガバイト単位)が折れ線グラフを使用して表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸は1秒当たりのAWT量の合計(メガバイト単位)を表します。












6 メトリックの表示

この章では、データベースの効率とパフォーマンスの判別に役立つ、TimesTenデータベース用に収集されるメトリック情報について詳しく説明します。

内容は次のとおりです。

	
メトリック・ページへの移動


	
メトリックの表示






メトリック・ページへの移動

TimesTenターゲット・ページを開いていることを確認します。TimesTenターゲット・ページへの移動の詳細は、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

	
「TimesTen IMDB」メニューから「監視」を選択し、次に「すべてのメトリック」を選択します。


図6-1 すべてのメトリック

[image: 図6-1の説明が続きます。]





「すべてのメトリック」ページが表示されます。メトリック・グループの名前を検索します。


	
メトリック・グループを展開し、メトリックの名前をクリックします。

メトリックの情報が表形式で表示されます。









メトリックの表示

次の12のメトリック・グループがあります。


図6-2 メトリック・グループ

[image: 図6-2の説明が続きます。]





	
チェックポイントの履歴


	
チェックポイントおよびトランザクション・ログ・ファイル・システムの使用率


	
データベース情報


	
インスタンスの情報


	
パフォーマンス・データ


	
パフォーマンスの評価


	
レプリケーション・ピア
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一部のメトリックには事前定義された警告およびクリティカルのしきい値があります。しきい値の変更と、新しいしきい値の追加ができます。Oracle Enterprise Manager Cloud Controlは、メトリックのために収集された値が、設定されたしきい値を超えたときにアラートを発行します。



チェックポイントの履歴

表6-1には各メトリックがリスト表示され、それぞれのメトリックが説明されています。


表6-1 チェックポイントの履歴

	メトリック	説明
	
書込みバイト数(MB単位)

	
メガバイト単位の書込みバイト数。


	
秒当たり書込みバイト数

	
1秒当たりの書込みバイト数。


	
チェックポイントの順番

	
チェックポイントの順番。


	
blksTotaｌのうち、現在使用中のブロック数

	
blksTotalのうち、現在使用中のブロック数。


	
現在データベースに割り当てられている永続ブロック数

	
現在データベースに割り当てられている永続ブロック数。


	
チェックポイント処理のステータス

	
チェックポイント処理のステータス。


	
チェックポイントで使用されるデータベース・ファイル番号

	
チェックポイントで使用されるデータベース・ファイル番号。


	
blksDirtyによって占有されるバイト数

	
blksDirtyによって占有されるバイト数。


	
blksInUseによって占有されるバイト数

	
blksInUseによって占有されるバイト数。


	
blksTotalによって占有されるバイト数

	
blksTotalによって占有されるバイト数。


	
このチェックポイントによって書き込まれた使用済ブロック数

	
このチェックポイントによって書き込まれた使用済ブロック数。


	
チェックポイント・リクエストのソース

	
チェックポイント・リクエストのソース。


	
このチェックポイントによって書き込まれた合計バイト数

	
このチェックポイントによって書き込まれた合計バイト数。


	
チェックポイント・ログ・レコードのトランザクション・ログ・ファイル番号

	
チェックポイント・ログ・レコードのトランザクション・ログ・ファイル番号。


	
チェックポイント・ログ・レコードのトランザクション・ログ・ファイル・オフセット

	
チェックポイント・ログ・レコードのトランザクション・ログ・ファイル・オフセット。


	
完了したチェックポイントのパーセンテージ

	
完了したチェックポイントのパーセンテージを示します。処理中のチェックポイントがない場合の値はNULLです。


	
チェックポイントのタイプ

	
チェックポイントのタイプ。


	
チェックポイントが完了した時間

	
チェックポイントが完了した時間。


	
チェックポイントが開始された時間

	
チェックポイントが開始された時間。


	
失敗の理由を示すTimesTenエラー番号

	
失敗の理由を示すTimesTenエラー番号。












チェックポイントおよびトランザクション・ログ・ファイル・システムの使用率

表6-2には各メトリックがリスト表示され、それぞれのメトリックが説明されています。


表6-2 チェックポイントおよびトランザクション・ログ・ファイル・システムの使用率

	メトリック	説明
	
チェックポイント・ファイル・システム

	
チェックポイント・ファイル・システム。


	
チェックポイント・ファイル・システムのマウント・ポイント

	
チェックポイント・ファイル・システムのマウント・ポイント。


	
チェックポイント・ファイル・システムのサイズ(MB単位)

	
チェックポイント・ファイル・システムのサイズ(メガバイト単位)。


	
使用可能なチェックポイント・ファイル・システムの空き領域(%)

	
使用可能なチェックポイント・ファイル・システムの空き領域(パーセンテージで表示)。


	
使用可能なチェックポイント・ファイル・システムの空き領域(MB)

	
使用可能なチェックポイント・ファイル・システムの空き領域(メガバイト単位)。


	
トランザクション・ログ・ファイル・システムのサイズ(MB)

	
トランザクション・ログ・ファイル・システムのサイズ(メガバイト単位)。


	
トランザクション・ログ・ファイル・システム

	
トランザクション・ログ・ファイル・システム。


	
トランザクション・ログ・ファイル・システムのマウント・ポイント

	
トランザクション・ログ・ファイル・システムのマウント・ポイント。


	
使用可能なトランザクション・ログ・ファイル・システムの空き領域(%)

	
使用可能なトランザクション・ログ・ファイル・システムの空き領域(パーセンテージで表示)。


	
使用可能なトランザクション・ログ・ファイル・システムの空き領域(MB)

	
使用可能なトランザクション・ログ・ファイル・システムの空き領域(メガバイト単位)。












データベース情報

表6-3にはデータベースに関する情報が示されています。


表6-3 データベース情報

	データベース情報	説明
	
アクティブ・スタンバイ・ペアの表作成時のレプリケーション

	
データベース属性はDDLReplicationAction。

INCLUDE(デフォルト)に設定されている場合、表の作成時、表は自動的にアクティブ・スタンバイ・ペア・スキームに追加されます。EXCLUDEに設定されている場合、表の作成時、表は自動ではアクティブ・スタンバイ・ペアには含められません。


	
バックグラウンド・チェックポイントの間にログに収集されるデータ量

	
バックグラウンド・チェックポイントの間にログに収集されるデータ量(MB)。


	
キャッシュ・エージェント・ポリシー

	
キャッシュ・エージェント・ポリシー(「always」、「manual」)。


	
実行中のキャッシュ・エージェント

	
実行中の場合は1、実行していない場合は0。


	
接続用の文字のエンコード

	
接続用の文字のエンコード。データベースのキャラクタ・セットとは異なる場合があります。


	
コミット処理によるディスクへのログ・レコードの書込みの実行

	
設定されている場合(=1)、コミット処理によりディスクにログ・レコードが書き込まれます。


	
PL/SQLユニットの条件付きコンパイルの制御

	
PL/SQLユニットの条件付きコンパイルを制御します。


	
DDLに関連したトランザクションのコミット動作の制御

	
DDLに関連してトランザクションのコミット動作を制御します。Oracleの場合は0です。TimesTenの場合は1です。


	
接続間でコマンドを共有するかどうかの指定

	
接続間でコマンドを共有するかどうかを指定します。


	
PL/SQLを有効化するかどうかの指定

	
PL/SQLを有効にするかどうかを指定します(1=有効)。


	
Oracle表でのAWT伝播メソッドの有効化

	
データベース属性はCacheAWTMethod。

Oracleサーバーに変更を適用するための非同期のWritethrough伝播で、PL/SQL実行メソッドを使用するか、SQL配列実行メソッドを使用するかを指定します。

0の場合、SQL配列の実行メソッドが使用されます。

1の場合(デフォルト)、PL/SQLの実行メソッドが使用されます。


	
キャッシュ・グリッドの有効化

	
設定されている(=1)場合、キャッシュ・グリッドが有効になります。


	
動的キャッシュ・グループへの透過的なロードの有効化

	
設定されている場合(=1)、動的キャッシュ・グループへのOracleデータの透過的ロードが有効になります。


	
透過的ロードの失敗時のエラーの戻し

	
設定されている場合(=1)、透過的ロードに失敗すると、エラー・メッセージが返されます。


	
同時接続の予測上限数

	
データベースへの同時接続数の予測される上限を示します。


	
バックグラウンド・チェックポイントの頻度(秒)

	
TimesTenがバックグラウンド・チェックポイントを実行する頻度(秒)。


	
データ・ストアで使用するキャラクタ・セットの指定

	
データベースによって使用されるキャラクタ・セットを指定します。


	
物理データ・ストアの指定

	
物理データベースを指定します。


	
文字型変換時データが失われた場合、エラーをレポートするか

	
NCHAR/NVARCHAR2およびCHAR/VARCHAR2データ間の暗黙的または明示的な文字型変換時にデータが失われた場合にエラーをレポートするかどうかを指定します。


	
コミット読取りまたはシリアライズ可能の分離レベル

	
分離レベルとして、コミット読取りまたはシリアライズ可能のいずれかを指定します。1の場合は、コミット読取りです。


	
DDLレプリケーション有効化のレベル

	
データベース属性はDDLReplicationLevel。

1の場合、スタンバイ・データベースにALTER TABLE ADDまたはDROP COLUMNがレプリケートされます。表、索引、シノニムのCREATE操作とDROP操作はスタンバイ・データベースにレプリケートされません。

2の場合(デフォルト)、表、索引、シノニムの作成および削除がレプリケートされます。


	
PL/SQLメモリー・セグメントの場所

	
TimesTenダイレクト・ドライバを利用する各プロセスにロードされる共有メモリー・セグメントの仮想アドレス。


	
ロックの待機間隔

	
接続のロック待機間隔。


	
チェックポイント時にディスクに書き込まれる最大データ量

	
チェックポイント処理時にディスクに書き込まれる最大データ量。


	
この接続でPL/SQLが使用できるプロセス・ヒープ・メモリーの最大量

	
この接続でPL/SQLが使用できるプロセス・ヒープ・メモリーの最大量をメガバイト単位で指定します。


	
トランザクション・ログ・ファイルへのログ・データの書込みおよび同期化に使用する方法

	
トランザクション・ログ・ファイルにログ・データを書き込んだり同期化するのに使用する方法。1の場合、バッファされた書込みを使用してトランザクション・ログ・ファイルにデータが書き込まれます。


	
パラレル・レプリケーションに使用できるトラック数

	
データベース属性はReplicationParallelism。

1から64の間の値が可能で、パラレル・レプリケートするトラック数を示します。デフォルトは1で、単一スレッドでのレプリケーションを示します。


	
アクティブなマスター・データ・ストアで変更を適用するために使用するスレッド数

	
アクティブ・スタンバイ・ペアのレプリケーション・スキームで、アクティブ・マスター・データベースへの変更をスタンバイ・マスター・データベースに適用するために使用するスレッドの数。


	
PL/SQLライブラリ・ユニットのコンパイルに使用する最適化レベル

	
PL/SQLライブラリ・ユニットのコンパイルに使用する最適化レベル。


	
データをロードするOracleインスタンスのOracleサービス名

	
データをTimesTenデータベースにロードするOracleインスタンスのOracleサービス名。


	
PL/SQLメモリー・セグメントのサイズ

	
PL/SQLで使用される共有メモリー・セグメントのサイズ(MB)。


	
パラレル・レプリケーションの適用順序

	
データベース属性はReplicationApplyOrdering。

0の場合(デフォルト)、パラレル・レプリケーションのコミット順序を指定します。

1の場合、ユーザー管理によるトラック・ベースのパラレル・レプリケーションを指定します。


	
問合せタイムアウトのしきい値

	
タイムアウトするまでにSQL文をデータベースで実行できる制限時間(秒)。


	
RAMの駐在ポリシー

	
RAMの駐在ポリシー(「always」、「manual」、「inUse」)。


	
実行中のレプリケーション・エージェント

	
実行中の場合は1、実行していない場合は0。


	
レプリケーション・ポリシー

	
レプリケーション・ポリシー(「always」、「manual」、「norestart」)。


	
行レベルまたはデータ・ストア・レベルでのロック

	
接続で行レベル・ロック(値=0)またはデータ・ストア・レベル・ロック(値=1)を使用するかを指定します。


	
OracleモードへのSQL文のパススルー

	
SQL文をOracleに渡すかTimesTenでローカルで実行するかを指定します。


	
メッセージの最大待機時間の設定

	
メッセージの最大待機時間を設定します。


	
データ・ストアの永続パーティションのサイズ(MB)

	
データベースの永続パーティションのサイズ(メガバイト単位)。


	
データ・ストアの一時パーティションのサイズ(MB)

	
データベースの一時パーティションのサイズ(メガバイト単位)。


	
ディスク領域の作成時の事前割当ての指定

	
データベースの作成時に、データベースのディスク領域が事前に割り当てられることを指定します。


	
データ・ストアをディスクに保存しないように指定

	
データベースをディスクに保存しないように指定します。


	
リカバリ時にログ・レコードに不備があった場合の接続の切断

	
TimesTenリカバリでログ・レコードに問題が発生した場合、データベースへの初期接続を継続するかどうかを指定します。1の場合、ログの切捨て後にTimesTenを継続します。


	
言語比較に使用される照合順番

	
言語比較に使用される照合順番。デフォルトはバイナリです。


	
デフォルトの長さセマンティクス構成

	
デフォルトの長さセマンティクス構成。デフォルトはバイトです。


	
トランザクション・ログ・ファイルを保存するディレクトリ

	
トランザクション・ログ・ファイルを保存するディレクトリ。


	
ログ・バッファ・ストランドの数

	
ログ・バッファ・ストランドの数。


	
リカバリ中に索引を再作成するために使用するスレッドの数

	
リカバリ時に索引の再作成のために使用するスレッドの数。


	
内部ログ・バッファのサイズ(MB)

	
内部ログ・バッファのサイズ(メガバイト単位)。


	
トランザクション・ログ・ファイルのサイズ(MB)

	
トランザクション・ログ・ファイルのサイズ(メガバイト単位)。


	
データ・ストアの型モード

	
データベースの型モード。0の場合はOracle型のモードです。1の場合はTimesTen型のモードです。


	
永続パーティションのメモリーが少ない場合の警告のしきい値

	
データベースの永続パーティションに対するメモリーが少ない場合、TimesTenが警告を返し、SNMPトラップをスローするしきい値。


	
一時パーティションのメモリーが少ない場合の警告のしきい値

	
データベースの一時パーティションに対するメモリーが少ない場合、TimesTenが警告を返し、SNMPトラップをスローするしきい値。


	
PL/SQLプロシージャが終了になるまでの実行時間

	
PL/SQLプロシージャが自動的に終了するまでの実行時間(秒数)。


	
データ・ストアへの初期接続時間

	
データベースへの初期接続時間。


	
パラメータが複数回出現するときのTimesTenまたはOracleでのバインディング

	
1つのSQL文に同じパラメータが複数回出現する場合に、アプリケーションがTimesTenとOracleのいずれのパラメータ・バインディングを使用するかを指定します。0の場合、Oracle形式のバインディングです。


	
データ・ストアで実行するロギングのタイプ

	
データベースで使用するロギングのタイプ。ディスクへのロギングのみがサポートされます(値=1)。


	
PL/SQLコンパイラで相互参照情報を生成するかどうか

	
PL/SQLコンパイラによって相互参照情報を生成するかどうかを指定します。


	
実行前に問合せがタイムアウトした場合にエラーを返すかどうか

	
SQL文の実行時間が指定した値を超えたときに、TimesTenがサポート・ログに警告を書き込み、SNMPトラップをスローするかを設定します。0の場合、TimesTenでは警告を返しません。


	
データ・ストアのロード時に実メモリーをロックするかどうか

	
データベースのロード時、共有データベースへの接続が実メモリーをロックするかどうかを指定します。


	
TAF FANコールバックのインストールを有効にするかどうか

	
TimesTen CacheでOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)を使用するときに、透過的アプリケーション・フェイルオーバー(TAF)および高速アプリケーション通知(FAB)のコールバックのインストールを有効または無効にするかを指定します。


	
チェックポイント処理で不要なトランザクション・ログ・ファイルを削除するかどうか

	
1の場合、チェックポイント処理でトランザクション・ログ・ファイルは削除されます。












インスタンスの情報

表6-4にはTimesTenインスタンスに関する情報が示されています。


表6-4 インスタンス情報

	名前	説明
	
デーモン・ポート番号

	
デーモン・ポート番号。


	
インスタンス名

	
TimesTenのインスタンス名。


	
プラットフォーム・タイプ

	
プラットフォームのタイプ。(例: Linux/86_32)。


	
TimesTenサーバーのPID

	
TimesTenサーバー・プロセスID。


	
TimesTenサーバーのポート番号

	
サーバーのポート番号。


	
TimesTenサーバーの実行状況

	
実行中の場合は1、実行していない場合は0です。


	
TimesTenバージョン番号

	
5桁のリリース番号。








TimesTenインスタンスの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseリファレンス』の「ttStatus」を参照してください。






パフォーマンス・データ

表6-5にはパフォーマンス情報が示されています。


表6-5 パフォーマンス・データ

	メトリック	説明
	
キャッシュ - TimesTenで正常に完了した自動リフレッシュのサイクル回数

	
TimesTenで自動リフレッシュのサイクルが正常に完了した回数。


	
キャッシュ: ローカルでの動的ロードのミスのためOracle DBからロードされたバイト数

	
動的なローカル・キャッシュ・グループの動的ロードのミスを処理するためにOracle Databaseからロードされた総バイト数。


	
キャッシュ: 動的ロードのミスのためOracle DBからロードされたバイト数

	
動的ロードのミスを処理するためにOracle Databaseからロードされた合計バイト数。


	
キャッシュ: SWTキャッシュ・グループ処理のためにOracle DBに送信されたバイト数

	
SWTキャッシュ・グループの処理時にOracle Databaseに送信されたバイト数。


	
キャッシュ: 動的なロードのミスの処理時にOracle DBからデータがロードされた回数

	
動的なローカル・キャッシュ・グループの動的ロードのミスの処理時にOracle Databaseからデータがロードされた回数。


	
キャッシュ - リモート・グリッド・メンバーの動的ロードによるデータ・リクエスト回数

	
(リモード・グリッド・メンバーの動的ロードの結果として)このグリッド・メンバーが受信したデータに対する別のグリッド・メンバーからのリクエストの回数。


	
キャッシュ - 存在しないデータに対するデータ・リクエストの受信数

	
リクエストされたデータがこのグリッド・メンバー内にないとき、このメンバーが受信したそのデータに対するリクエスト数。


	
キャッシュ - トランザクションによってロックされているデータに対するリクエストの受信数

	
このメンバー上のトランザクションによってリクエストされたデータがロックされているとき、このグリッド・メンバーが受信したデータに対するリクエスト数。


	
キャッシュ - 使用済のデータに対するデータ・リクエストの受信数

	
リクエストされたデータが使用中であり(まずOracle Databaseに伝播される必要がある)、このグリッド・メンバーが受信したデータに対するリクエストの回数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracle DBに送信された削除バッチ数

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)でOracle Databaseに送信された削除バッチの数。


	
キャッシュ - ローカルではなくリモートからは問題なくロードできた動的ロードの回数

	
ローカル・グリッド・メンバーでデータを検索できず、別のグリッド・メンバーからは必要なデータを正常にロードできた動的ロードの回数。


	
キャッシュ - 自動リフレッシュの処理時にトリガーされた完全リフレッシュの回数

	
自動リフレッシュの処理時にトリガーされた完全リフレッシュの回数。


	
キャッシュ - 動的なグローバル・キャッシュ・グループのキャッシュ・ヒット数

	
動的なグローバル・キャッシュ・グループのヒット数: Oracle Databaseまたはその他のグリッド・メンバーからデータをロードせずに、ローカル・グリッド・メンバーでデータが検索された動的ロード数。


	
キャッシュ - 動的なグローバル・キャッシュ・グループのキャッシュ・ミス数

	
動的なグローバル・キャッシュ・グループのミス数: (Oracle Databaseまたは別のグリッド・メンバーのいずれかを検索する必要がある)最初にローカル・グリッド・メンバーでデータが検索されなかった動的ロードの数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracle DBに送信された挿入バッチ数

	
SQLモード(CacheAWTMethod = 0)でOracle Databaseに送信された挿入バッチの数。


	
キャッシュ - 動的なローカル・キャッシュ・グループのキャッシュ・ヒット数

	
動的なローカル・キャッシュ・グループのヒット数: リクエストされたデータをデータベースから検索する動的ロードの数。


	
キャッシュ - 動的なローカル・キャッシュ・グループのミス数

	
動的なローカル・キャッシュ・グループのミス数: リクエストされたデータをデータベースから検索できず、データをOracle Databaseからロードする必要のあった動的ロードの数。


	
キャッシュ - Oracle DBでコミットされたAWTトランザクションの回数

	
Oracle DatabaseでコミットされたAWTトランザクションの回数。


	
キャッシュ - Oracle DBに送信されたPL/SQLブロック・バッチの数

	
Oracle Databaseに送信されたPL/SQLブロック・バッチの数(CacheAWTMethod = 1)。


	
キャッシュ - エラーで自動リフレッシュのサイクルが失敗した回数

	
エラーで自動リフレッシュのサイクルが失敗した回数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracle DBに送信されたバッチ数

	
SQLモード(CacheAWTMethod = 0)でOracle Databaseに送信されたバッチの数。


	
キャッシュ - Oracle DBにフラッシュされたバイト数

	
Oracle Databaseにフラッシュされたバイト数。


	
キャッシュ - PL/SQLモードでOracle DBに送信されたバイト数

	
PL/SQLモードで(CacheAWTMethod=1)Oracle Databaseに送信されたバイト数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracle DBに送信されたバイト数

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)でOracle Databaseに送信されたバイト数。


	
キャッシュ - AWT用にOracle DBに対して実行されたコールの回数

	
AWT用にOracle Databaseに対して実行されたコールの回数。


	
キャッシュ - キャッシュ・グループのフラッシュの実行回数

	
キャッシュ・グループのフラッシュの実行回数。


	
キャッシュ - エラーによるOracle DBに対するロールバックの回数

	
エラーによるOracle Databaseに対するロールバックの回数。


	
キャッシュ - PL/SQLモードでOracle DBから削除された行数

	
PL/SQLモード(CacheAWTMethod=1)でOracle Databaseから削除された行数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracle DBから削除された行数

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)でOracle Databaseから削除された行数。


	
キャッシュ - Oracle DBにフラッシュされた行数

	
Oracle Databaseにフラッシュされた行数。


	
キャッシュ - Oracle DBから削除されたSWTキャッシュ・グループ内の行数

	
Oracle Databaseから削除されたSWTキャッシュ・グループ内の行数。


	
キャッシュ - Oracle DBに挿入されたSWTキャッシュ・グループ内の行数

	
Oracle Databaseに挿入されたSWTキャッシュ・グループ内の行数。


	
キャッシュ - Oracle DBで更新されたSWTキャッシュ・グループ内の行数

	
Oracle Databaseで更新されたSWTキャッシュ・グループ内の行数。


	
キャッシュ - PL/SQLモードでOracle DBに挿入された行数

	
PL/SQLモード(CacheAWTMethod = 1)でOracle Databaseに挿入された行数。


	
キャッシュ - PL/SQLモードで更新されたOracle DBの行数

	
PL/SQLモード(CacheAWTMethod=1)で更新されたOracle Databaseの行数。


	
キャッシュ - Oracle DBからの自動リフレッシュ時にTimesTenで削除された行数

	
Oracle Databaseからの自動リフレッシュ時にTimesTenから削除された行数。


	
キャッシュ - Oracle DBからの自動リフレッシュによりTimesTenに挿入された行数

	
Oracle Databaseからの自動リフレッシュ時にTimesTenに挿入された行数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracle DBに挿入された行数

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)でOracle Databaseに挿入された行数。


	
キャッシュ - Oracle DBからの自動リフレッシュによりTimesTenで更新された行数

	
Oracle Databaseからの自動リフレッシュ時にTimesTenで更新された行数。


	
キャッシュ - SQLモードで更新されたOracle DBの行数

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)で更新されたOracle Databaseの行数。


	
キャッシュ - エラーによって再試行されたAWTトランザクションの回数

	
Oracle DatabaseでAWTトランザクションが再試行された回数。


	
キャッシュ - 動的ロードのミスによるOracle DBからのロード回数

	
動的ロードのミスによりリクエストされたデータをOracle Databaseからロードする必要のあった回数。


	
キャッシュ - Oracle DBに伝播されたTimesTenトランザクションの数

	
Oracle Databaseに伝播されたTimesTenトランザクションの数。


	
キャッシュ - SQLモードでOracle DBに送信された更新バッチ数

	
SQLモード(CacheAWTMethod=0)のOracle Databaseに送信された更新済バッチの数。


	
チェックポイント - 最後のチェックポイント時に書き込まれたバイト数

	
最後のチェックポイント時に書き込まれたバイト数。


	
チェックポイント - 最後に開始されたチェックポイントの終了時間

	
最後に開始されたチェックポイントの終了時間。


	
チェックポイント - 書き込まれたチェックポイント・ファイルのバイト数

	
チェックポイントへの書込みのバイト数。


	
チェックポイント - DBリカバリ時に書き込まれたチェックポイントのバイト数

	
データベースのリカバリ時のチェックポイントへの書込みバイト数。


	
チェックポイント - チェックポイント書込みの回数

	
チェックポイント書込みの回数。


	
チェックポイント - 完了したチェックポイントの数

	
完了したチェックポイントの数。


	
チェックポイント - 完了したファジー・チェックポイントの数

	
完了したファジー・チェックポイントの数。


	
チェックポイント - 最後に開始されたチェックポイントの開始時間

	
最後に開始されたチェックポイントの開始時間。


	
チェックポイント - 最後に開始されたチェックポイントのステータス

	
最後に開始されたチェックポイントのステータス(例: 完了)。


	
チェックポイント - 最後に開始されたチェックポイントのタイプ

	
最後に開始されたチェックポイントのタイプ(例: ファジー)。


	
チェックポイント - 最後に開始されたチェックポイントでのエラーの有無

	
最後に開始されたチェックポイントでのエラーの有無。


	
接続 - 構成された接続数を超過するDB接続

	
データベース接続のしきい値の超過の累計数。


	
接続 - 確立されたクライアント/サーバー接続の数

	
確立されたクライアント/サーバー接続の累計数。


	
接続 - 確立されたデータベース接続の数

	
確立されたデータベース接続の累計数。


	
接続 - データベース切断の数

	
データベース切断の累計数。


	
接続 - 確立された直接リンクのデータベース接続の数

	
確立された直接リンクのデータベース接続の累計数。


	
接続 - 確立された最初のデータベース接続の数

	
確立された最初のデータベース接続の数。


	
CS - サーバーによって実行されたALTER文の数

	
サーバーによって実行されたALTER文の数。


	
CS - サーバーによって実行されたCREATE文の数

	
サーバーによって実行されたCREATE文の数。


	
CS - サーバーによって実行されたDELETE文の数

	
サーバーによって実行されたDELETE文の数。


	
CS - サーバーによって実行されたDROP文の数

	
サーバーによって実行されたDROP文の数。


	
CS - サーバーによって実行されたINSERT文の数

	
サーバーによって実行されたINSERT文の数。


	
CS - サーバーによって実行されたMERGE文の数

	
サーバーによって実行されたMERGE文の数。


	
CS - サーバーによって実行されたSELECT文の数

	
サーバーによって実行されたSELECT文の数。


	
CS - サーバーによって実行されたUPDATE文の数

	
サーバーによって実行されたUPDATE文の数。


	
CS - サーバーが受信したクライアント/サーバー間のバイト数

	
サーバーが受信したクライアント/サーバー間のバイト数。


	
CS - サーバーが送信したクライアント/サーバー間のバイト数

	
サーバーが送信したクライアント/サーバー間のバイト数。


	
CS - クライアント/サーバー間での切断回数

	
クライアント/サーバー間での切断回数。


	
CS - クライアント/サーバー間でのラウンドトリップの回数

	
クライアント/サーバー間でのラウンドトリップの回数。


	
CS - サーバーによって削除された表の行数

	
サーバーによって削除された表の行数。


	
CS - サーバーによって挿入された表の行数

	
サーバーによって挿入された表の行数。


	
CS - サーバーによって更新された表の行数

	
サーバーによって更新された表の行数。


	
CS - サーバーによってロールバックされたトランザクション数

	
サーバーによってロールバックされたトランザクション数。


	
CS - サーバーによってコミットされたトランザクション数

	
サーバーによってコミットされたトランザクション数。


	
DB - DBリカバリ時の索引再構築でのハッシュ索引への挿入数

	
データベース・リカバリ時の索引再構築フェーズでハッシュ索引に挿入された行数。


	
DB - DBリカバリ時の索引再構築での範囲索引への挿入数

	
データベース・リカバリ時の索引再構築フェーズで範囲索引に挿入された行数。


	
DB - データベースのロード以降のLRUエージングのコミット回数

	
データ・ストアがメモリーにロードされた以降のLRUエージングのコミット回数。


	
DB - データベースのロード後のLRUエージング・サイクルの完了回数

	
データ・ストアがメモリーにロードされた以降のLRUエージング・サイクルの完了回数。


	
DB - 範囲索引からの削除数

	
範囲索引から削除された行数。


	
DB - 全表スキャンの回数

	
全表スキャンの回数。


	
DB - スキャンされたハッシュ索引の数

	
スキャンされたハッシュ索引の数。


	
DB - レプリケーション処理時にスキャンされたハッシュ索引の数

	
レプリケーション処理(表の挿入、更新、削除処理など)時にスキャンされたハッシュ索引の数。


	
DB - 再構築された索引数

	
再構築された索引数。


	
DB - 範囲索引への挿入数

	
範囲索引に挿入された行数。


	
DB - 完了したマージ結合の回数

	
完了したマージ結合の回数。


	
DB - 完了したネストされたループ結合の回数

	
完了したネストされたループ結合の回数。


	
DB - スキャンされた範囲索引の数

	
スキャンされた一時索引の数。


	
DB - データベースのロード後のLRUエージングでの削除行数

	
データ・ストアがメモリーにロードされた以降のLRUエージングでの削除行数。


	
DB - ハッシュ索引から削除された行数

	
ハッシュ索引から削除された行数。


	
DB - ハッシュ索引からフェッチされた行数

	
ハッシュ索引からフェッチされた行数。


	
DB - 一時索引からフェッチされた行数

	
一時索引からフェッチされた行数。


	
DB - ハッシュ索引に挿入された行数

	
ハッシュ索引に挿入された行数。


	
DB - 完了したソート回数

	
完了したソート回数。


	
DB - 削除された表の行数

	
削除された表の行数。


	
DB - 挿入された表の行数

	
挿入された表の行数。


	
DB - 読み取られた表の行数

	
読み取られた表の行数。


	
DB - 更新された表の行数

	
更新された表の行数。


	
DB - 作成された一時索引数

	
作成された一時索引数。


	
DB - スキャンされた一時索引の数

	
スキャンされた範囲索引の数。


	
DB - データベースのロード後の時間ベースのエージングのコミット回数

	
データ・ストアがメモリーにロードされた以降の時間ベースのエージングのコミット回数。


	
DB: 範囲索引からフェッチされたタプル数

	
範囲索引からフェッチされた行数。


	
DB - 範囲索引の更新数

	
更新された範囲索引の行数。


	
DB - データベースのロード後の時間ベースのエージングでの削除行数

	
データ・ストアがメモリーにロードされた以降、時間ベースのエージング時に削除された行数。


	
DB - レプリケーション処理時にスキャンされた一時索引の数

	
レプリケーション処理(表の挿入、更新、削除処理など)時にスキャンされた範囲索引の数。


	
DB - データベースのロード後の時間ベースのエージング・サイクルの完了回数

	
データ・ストアがメモリーにロードされた以降の時間ベースのエージング・サイクルの完了回数。


	
DB - データベースのロード後のLRUエージングのしきい値の上限到達回数

	
データ・ストアがメモリーにロードされた以降のLRUエージングのしきい値の上限到達回数。


	
DB - データベースのロード後のLRUエージングのしきい値の下限到達回数

	
データ・ストアがメモリーにロードされた以降のLRUエージングのしきい値の下限到達回数。


	
DB - レプリケーション処理時にスキャンされた範囲索引の数

	
レプリケーション処理時にスキャンされた一時索引の数。


	
DB - レプリケーション処理時にハッシュ索引からフェッチされた行数

	
レプリケーション処理時にハッシュ索引からフェッチされた行数。


	
DB - レプリケーション処理時に範囲索引からフェッチされた行数

	
レプリケーション処理時に範囲索引からフェッチされた行数。


	
DB - レプリケーション処理時に一時索引からフェッチされた行数

	
レプリケーション処理時に一時索引からフェッチされた行数。


	
DB - ロックの競合のためLRUエージングで削除されなかった行数

	
データ・ストアがメモリーにロードされた以降、ロック競合のためLRUエージングで削除されなかった行数。


	
DB - ロックの競合のため時間ベースのエージングで削除されなかった行数

	
データ・ストアがメモリーにロードされた以降、ロック競合のため時間ベースのエージングで削除されなかった行数。


	
グリッド: 連結操作回数

	
連結操作回数。


	
グリッド - これまでに接続されたグリッド・メンバー数

	
接続操作回数。


	
ロック - デッドロックの回数

	
デッドロックの回数。


	
ロック - タイムアウトのために拒否されたロック・リクエストの数

	
タイムアウトのために拒否されたロック・リクエストの数。


	
ロック - DMLアクティビティ用に取得されたロックの数

	
DMLアクティビティ用に取得されたロックの数。


	
ロック - 表スキャン用に取得されたロックの数

	
表スキャン用に取得されたロックの数。


	
LOCK - 即時付与されたロックの数

	
即時付与されたロックの数。


	
ロック - 付与に待機が必要なロックの数

	
付与に待機が必要なロックの数。


	
ログ - コミット用にログから読み取ったバイト数

	
コミット処理用にログから読み取ったバイト数。


	
ログ - 現在ある最も古いログ・ファイル

	
データベースに現在ある最も古いログ・ファイル。


	
ログ - コミット用のファイﾙ・システム読取り回数

	
コミット処理用にログからのファイル・システムを読み取った回数。


	
ログ - 最後のログ・ファイルの番号

	
最後のログ・ファイルの番号。


	
ログ - 存在する最新のログ・ファイル

	
存在する最新のログ・ファイル。


	
ログ - ログ・バッファに挿入されたバイト数

	
ログ・バッファに挿入されたバイト数。


	
ログ: データベースのリカバリ時のログ読取りバイト数

	
データベースのリカバリ時に読み込んだログ・バイト数。


	
ログ - ファイル・システムの読取り回数

	
ファイル・システムの読取り回数。


	
ログ - ファイル・システムの書込み回数

	
ファイル・システムの書込み回数。


	
ログ - 現在までに生成されたログ・ファイルの数

	
現在までに生成されたログ・ファイルの数。


	
ログ - ログ・バッファに挿入されたログ・レコード数

	
ログ・バッファに挿入されたログ・レコード数。


	
ログ - ログをディスクに同期した回数

	
ログをディスクに同期した回数。


	
ログ - 挿入のための待機合計

	
ログ・バッファが一杯であったために、ログ・レコードをログ・バッファに挿入しようとしている間にスレッドが遅延した回数。通常、この値が増加する場合は、ログ・バッファが小さすぎることを示します。


	
メモリー - 永続パーティションの最高使用量(MB)

	
データベースへの最初の接続以降の永続データ・パーティションのメモリーの最高の使用量。


	
メモリー - 一時パーティションの最高使用量(MB)

	
データベースへの最初の接続以降の一時データ・パーティションのメモリーの最高の使用量。


	
メモリー - 使用中の永続領域(MB)

	
現在使用中の永続パーティションのサイズ。


	
メモリー - 使用中の一時領域(MB)

	
現在使用中の一時パーティションのサイズ。


	
メモリー - 使用中の永続領域の割合

	
現在使用中の永続パーティション領域の割合。


	
メモリー - 使用中の一時領域の割合

	
現在使用中の一時パーティション領域の割合。


	
PLSQL - メモリーでPL/SQLオブジェクトのハンドルが検出された回数

	
PL/SQLオブジェクトへのハンドルがメモリーで検出された回数。


	
PLSQL - PL/SQLオブジェクトに対してPINがリクエストされた回数

	
PL/SQLオブジェクトに対してPINがリクエストされた回数。


	
PLSQL - PL/SQLオブジェクトに対するロックのリクエスト回数

	
PL/SQLオブジェクトに対してロックがリクエストされた回数。


	
PLSQL - オブジェクト・ハンドルの作成後初めて実行されたPINではないPIN

	
オブジェクトのPINのうち、オブジェクト・ハンドルの作成後初めて実行されたPINではない、データベースからのオブジェクトをロードする必要があるPIN。


	
PLSQL - ttplsql_Getsに対するttplsql_GetHitsの比率

	
Getsに対するGetHitsの比率。


	
PLSQL - ttplsql_Pinsに対するttplsql_PinHitsの比率

	
Pinsに対するPinHitsの比率。


	
PLSQL - メモリー内でライブラリ・オブジェクトのすべてのメタデータ・ピースが見つかった回数

	
メモリー内でライブラリ・オブジェクトのすべてのメタデータ・ピースが見つかった回数。


	
PLSQL - 依存するオブジェクトが修正されたためにオブジェクトが無効とマークされた回数

	
依存するオブジェクトが修正されたために、このネームスペース内のオブジェクトに無効のマークが付いた合計回数。


	
PLSQL - このデータベース接続でPL/SQLに割り当てられたヒープの総量(MB)

	
このデータベース接続でPL/SQLに割り当てられたヒープ・メモリーの総量(MB)。


	
PLSQL - 遅延クリーンアップが発生した合計回数

	
遅延クリーンアップが発生した回数。


	
REP - レプリケーションによって保持された最後のログ・ファイルの番号

	
レプリケーションによって保持された最後のログ・ファイルの番号。


	
REP - このデータベースからレプリケートされたトランザクションの数

	
1つ以上のピア・データベースにレプリケートされるローカル・データベースで生成されたレプリケーション・トランザクションの数。


	
STMT - 実行されたALTER文の数

	
実行されたALTER文の数。


	
STMT - 実行されたCREATE文の数

	
実行されたCREATE文の数。


	
STMT - 実行されたDELETE文の数

	
実行されたDELETE文の数。


	
STMT - 実行されたDROP文の数

	
実行されたDROP文の数。


	
STMT - 実行されたINSERT文の数

	
実行されたINSERT文の数。


	
STMT - 実行されたMERGE文の数

	
実行されたMERGE文の数。


	
STMT - 実行されたSELECT文の数

	
実行されたSELECT文の数。


	
STMT - 実行されたUPDATE文の数

	
実行されたUPDATE文の数。


	
STMT - 文の自動再準備回数

	
文の自動再準備回数。


	
STMT - 文の準備時のコマンドのキャッシュ・ミス数

	
文の準備時のコマンドのキャッシュ・ミス数。


	
STMT - 文の準備数

	
文の準備数。


	
STMT - 文の再準備回数(強制および自動)

	
強制および自動を含む文の再準備回数。


	
STMT - 実行されたSQL文の総数

	
実行されたSQL文の数。


	
ワークロード - 10番目によく実行されるSQL文

	
10番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 2番目によく実行されるSQL文

	
2番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 2番目によく準備されるSQL文

	
2番目によく準備されるSQL文。


	
ワークロード - 2番目によく再準備されるSQL文

	
2番目によく再準備されるSQL文。


	
ワークロード - 3番目によく実行されるSQL文

	
3番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 3番目によく準備されるSQL文

	
3番目によく準備されるSQL文。


	
ワークロード - 3番目によく再準備されるSQL文

	
3番目によく再準備されるSQL文。


	
ワークロード - 4番目によく実行されるSQL文

	
4番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 4番目によく準備されるSQL文

	
4番目によく準備されるSQL文。


	
ワークロード - 4番目によく再準備されるSQL文

	
4番目によく再準備されるSQL文。


	
ワークロード - 5番目によく実行されるSQL文

	
5番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 5番目によく準備されるSQL文

	
5番目によく準備されるSQL文。


	
ワークロード - 5番目によく再準備されるSQL文

	
5番目によく再準備されるSQL文。


	
ワークロード - 6番目によく実行されるSQL文

	
6番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 7番目によく実行されるSQL文

	
7番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 8番目によく実行されるSQL文

	
8番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 9番目によく実行されるSQL文

	
9番目によく実行されるSQL文。


	
ワークロード - キャッシュ・ヒット数

	
キャッシュ内のヒットの数。


	
ワークロード: クライアント/サーバー接続数

	
TimesTenデータベース上の現在のアクティブなクライアント/サーバー接続数。


	
ワークロード - 動的ロードのためのOracle DBとの通信

	
動的ロードを使用したOracle DBからの実行回数。


	
ワークロード - 直接リンクされた接続数

	
データベース上の現在の直接リンクされた接続数。


	
ワークロード - 動的ロードを使用した Oracle DBからの取得

	
動的ロードを使用したOracle DBからの取得回数。


	
ワークロード - 最もよく実行されるSQL文

	
最もよく実行されるSQL文。


	
ワークロード - 最もよく準備されるSQL文

	
最もよく準備されるSQL文。


	
ワークロード - 最もよく再準備されるSQL文

	
最もよく再準備されるSQL文。


	
ワークロード - 準備したコマンド数

	
準備(コンパイル)されたコマンドの数。


	
ワークロード - 再準備したコマンド数

	
再準備したコマンドの数。


	
ワークロード - カーソルのオープン数

	
カーソルのオープン数。


	
ワークロード - カーソルのクローズ数

	
カーソルのクローズ数。


	
ワークロード - パススルー処理の数

	
実行されたパススルー処理の数。


	
ワークロード: システム接続数

	
現在アクティブなサブデーモン、レプリケーション・エージェントおよびキャッシュ接続のエージェント接続の合計数。


	
ワークロード: 合計接続数

	
TimesTenデータベース上の現在アクティブな接続の合計数。


	
XACT - XLA開始済トランザクション・コミット数

	
XLA開始済トランザクションのコミット数。


	
XACT - レプリケートされた永続トランザクション・コミット数

	
レプリケートされた永続トランザクションのコミットの数。


	
XACT - 永続トランザクションのコミット数

	
永続トランザクションのコミット数。


	
XACT - レプリケートされた非永続トランザクション・コミット数

	
レプリケートされた非永続トランザクションのコミットの数。


	
XACT - 非永続トランザクションのコミット数

	
非永続トランザクションのコミットの数。


	
XACT - レプリケーション開始済トランザクション・コミット数

	
レプリケーション開始済トランザクションのコミット数。


	
XACT - トランザクションのロールバック回数

	
トランザクションのロールバック回数。


	
XACT - コミットされたトランザクション数

	
コミットされた永続トランザクションおよび非永続トランザクションの数。












パフォーマンスの評価

パフォーマンスの評価は比率で表されます(たとえば、「1分当たりX回」)。これらの比率は、値が、過去1分間での比率または1分当たりの比率(最新の収集間隔を1分以外の値に変更した場合)になるため、瞬間比率とみなされます。

表6-6には各メトリックがリスト表示され、それぞれのメトリックが説明されています。


表6-6 パフォーマンスの評価

	メトリック	説明
	
キャッシュ - PLSQLモードでのバッチ当たりの行数

	
PL/SQLモードでのバッチ当たりの行数。


	
キャッシュ - SQLモードでのバッチ当たりの行数

	
SQLモードでのバッチ当たりの行数。


	
キャッシュ - AWT MBの総数(/秒)

	
Oracle Databaseに送信されるメガバイト数(/秒)。


	
キャッシュ - Oracle DBでコミットされたトランザクション数(/秒)

	
Oracle Databaseでコミットされたトランザクションの数(/秒)。


	
キャッシュ - Oracle DBに伝播されたトランザクション数(/秒)

	
Oracle Databaseに伝播されたトランザクションの数(/秒)。


	
CS - サーバーが受信したクライアント/サーバー間のバイト数(/秒)

	
サーバーが受信したクライアント/サーバー間のバイト数(/秒)。


	
CS - サーバーから送信されたクライアント/サーバー間のバイト数(/秒)

	
サーバーが送信したクライアント/サーバー間のバイト数(/秒)。


	
CS - クライアント/サーバー間のラウンドトリップ数(/秒)

	
クライアント/サーバー間のラウンドトリップ数(/秒)。


	
CS - サーバーによって実行されたSELECT文の数(/秒)

	
サーバーによって実行されたSELECT文の数(/秒)。


	
CS - サーバーによって削除された表の行数(/秒)

	
サーバーによって削除された表の行数(/秒)。


	
CS - サーバーによって挿入された表の行数(/秒)

	
サーバーによって挿入された表の行数(/秒)。


	
CS - サーバーによって更新された表の行数(/秒)

	
サーバーによって更新された表の行数(/秒)。


	
CS - サーバーによってロールバックされたトランザクション数(/秒)

	
サーバーによってロールバックされたトランザクション数(/秒)。


	
CS - サーバーによってコミットされたトランザクション数(/秒)

	
サーバーによってコミットされたトランザクション数(/秒)。


	
DB - 表の行の削除数(/分)

	
表の行の削除数(/分)。


	
DB - 表の行の挿入数(/分)

	
表の行の挿入数(/分)。


	
DB - 表の行の読取り数(/分)

	
表の行の読取り数(/分)。


	
DB - 表の行の更新数(/分)

	
表の行の更新数(/分)。


	
グリッド - キャッシュ・グリッドのアタッチ回数(/分)

	
キャッシュ・グリッドのアタッチ回数(/分)。


	
グリッド - キャッシュ・グリッドのデタッチ回数(/分)

	
キャッシュ・グリッドのデタッチ回数(/分)。


	
グリッド - キャッシュ・グリッドのグローバル・ヒット率

	
キャッシュ・グリッドのグローバル・ヒット率(割合はローカル・グリッド・メンバーから検出)。


	
グリッド - キャッシュ・グリッドのグローバル・ヒット数(/秒)

	
キャッシュ・グリッドのグローバル・ヒット数(/秒)。


	
グリッド - キャッシュ・グリッドのグローバル・ミス数(/秒)

	
キャッシュ・グリッドのグローバル・ミス数(/秒)。


	
グリッド - キャッシュ・グリッドのローカル・ヒット数(/秒)

	
キャッシュ・グリッドのローカル・ヒット数(/秒)。


	
グリッド - キャッシュ・グリッドのローカル・ミス数(/秒)

	
キャッシュ・グリッドのローカル・ミス数(/秒)。


	
グリッド - Oracle DBから移入されたキャッシュ・グリッドのミス数(/秒)

	
Oracle Databaseから移入されたキャッシュ・グリッドのミス数(/秒)。


	
ロック - デッドロック回数(/分)

	
デッドロック回数(/分)。


	
ロック - ロックが即時に付与された回数(/分)

	
取得した非ブロッキング・ロックの数(/分)。


	
ロック - 待機後にロックが付与された回数(/分)

	
取得したブロッキング・ロックの数(/分)。


	
ロック - ロックのタイムアウト回数(分)

	
ロックのタイムアウト回数(/分)。


	
ロック - ロックが即時に付与された割合

	
即時取得した、ロック対待機を必要とするロックの割合。


	
ログ - ログ・バッファに挿入されたメガバイト数(/秒)

	
ログ・バッファに挿入されたメガバイト数(/秒)。


	
ログ - ログ・バッファに対する待機回数(/分)

	
ログ・バッファが一杯であったために、スレッドの待機が必要であった回数(/分)。


	
ログ - ディスクへの1分当たりのログのバイト数(MB)

	
ディスクに書き込まれたログのメガバイト数(/分)。


	
ログ - ファイル・システムに対するログのフラッシュ回数(/分)

	
ログ・バッファがファイル・システムに書き込まれた回数(/分)。


	
ログ - ファイル・システムからのログの読取り回数(/分)

	
イン・メモリー・バッファからログを読み取ることができなかった回数(/分)。


	
分当たり実行回数に対する分当たり準備数の比率

	
1分当たりの実行回数に対する1分当たりの準備数の比率。


	
REP - レプリケートされたトランザクション数(/分)

	
ピアに複製されたトランザクションの数(/分)。


	
STMT - DELETE文の実行回数(/秒)

	
実行されたDELETE文の数(/秒)。


	
STMT - INSERT文の実行回数(/秒)

	
実行されたINSERT文の数(/秒)。


	
STMT - MERGE文の実行回数(/秒)

	
実行されたMERGE文の数(/秒)。


	
STMT - SELECT文の実行回数(/秒)

	
実行されたSELECT文の数(/秒)。


	
STMT - 実行された文の総数(/秒)

	
1秒当たりに実行された文の総数。


	
STMT - UPDATE文の実行回数(/秒)

	
実行されたUPDATE文の数(/秒)。


	
ワークロード - 接続数(/分)

	
データベースへの接続数(/分)。


	
ワークロード - 切断数(/分)

	
データベースからの切断数(/分)。


	
ワークロード - 準備されたコマンド数(/分)

	
準備(コンパイル)されたSQLコマンドの数(/分)。


	
ワークロード - 再準備されたコマンド数(/分)

	
再準備(再コンパイル)されたSQLコマンドの数(/分)。


	
ワークロード - 問合せ数(/秒)

	
問合せの数(/秒)。


	
XACT - ロールバックされたトランザクション数(/秒)

	
ロールバックされたトランザクションの数(/秒)。


	
XACT - コミットされたトランザクション数(/秒)

	
コミットされたトランザクション数(/秒)。


	
XACT - 永続的にコミットされたトランザクション数(/秒)

	
永続的にコミットされたトランザクションの数(/分)。












レプリケーション・ピア

表6-7には「レプリケーション・ピア」メトリックが示され、メトリックが説明されています。


表6-7 レプリケーション・ピア

	メトリック	説明
	
レプリケーション・プロトコル

	
ピア間で通信を行うためにレプリケーションにより使用されるプロトコル。


	
レプリケーション状態

	
問合せ先データベースに関連したレプリケーション・ピアの現在のレプリケーション状態。


	
レプリケーション・ホスト名

	
レプリケーションをホストするマシンの名前。


	
レプリケーション・ピアの名前

	
レプリケーション・タイプがDNSの場合、問合せ先のデータベース名になります。レプリケーション・タイプがPEERSの場合は、このデータベースのレプリケーション・ピアであるデータベースの名前になります。


	
レプリケーション・ポート番号

	
レプリケーション・エージェントがリモート・レプリケーション・エージェントのトランスミッタ・スレッドからの接続をリスニングするために使用するTCP/IPポート。デフォルトは0(ゼロ)で、このポートがレプリケーション・スキームの一部として指定されているのでなく、レプリケーション・エージェントに自動的に割り当てられていることを示します。


	
タイプ

	
タイプ。












レプリケーション・ステータス

表6-8にはレプリケーション・ステータスの情報が示されています。


表6-8 レプリケーション・ステータス

	名前	説明
	
レプリケーション・ピアの名前

	
レプリケーション・ピアの名前。


	
レプリケーション・スレッドのタイプ

	
レプリケーション・スレッドのタイプ。有効な値は「送信者」または「受信者」です。


	
起動回数または再起動回数

	
起動回数または再起動回数。


	
送信または受信トランザクション数

	
送信または受信トランザクション数。












レプリケーション・サブスクライバ

表6-9にはレプリケーション・サブスクライバの情報が示されています。


表6-9 レプリケーション・サブスクライバ

	名前	説明
	
平均待機時間(秒単位)

	
マスターがメッセージを送信してからサブスクライバから最後の確認応答を受信するまでの平均待機時間(秒単位)。


	
最後に受信されたメッセージ

	
このサブスクライバがマスターから最後のメッセージを受信してから経過した時間(秒単位)。


	
最後に送信されたメッセージ

	
マスターがサブスクライバに最後にメッセージを送信してから経過した時間(秒単位)。このようなメッセージには、データベース間で送信されたハートビート・メッセージが含まれます。


	
レプリケーション・プロトコル

	
マスターとサブスクライバ間で通信するレプリケーションで使用されるプロトコル。


	
レプリケーション状態

	
問合せ先データベースに関連したサブスクライバ・ピアの現在のレプリケーション状態。


	
レプリケーション・ホスト名

	
サブスクライバをホスティングするマシンの名前。


	
レプリケーション・ピアの名前

	
サブスクライバ・データベースの名前。


	
レプリケーション・ポート番号

	
マスターからの更新を受信するサブスクライバ・エージェントで使用されるTCP/IPポート。値が0(ゼロ)の場合は、レプリケーションでポートが自動的に割り当てられたことを示します。


	
レプリケーション・トラック

	
レプリケーション・トラック。


	
マスター・データベースがサブスクライバのために保持しているトランザクション・ログ・ファイルの数。

	
マスター・データベースがサブスクライバのために保持しているトランザクション・ログ・ファイルの数。












レスポンス

表6-10にはレスポンス情報が示されています。


表6-10 レスポンス

	名前	説明
	
レスポンス時間(秒)

	
プラグインでTimesTen SYS.MONITOR表の問合せにかかった時間


	
ステータス

	
有効な値は、「稼働中」または「停止中」です。












SQLコマンド・キャッシュ

表6-11にはSQLコマンド・キャッシュの情報が説明されています。


表6-11 SQLコマンド・キャッシュ

	名前	説明
	
このコマンドに対して実行された実行回数

	
コマンド・キャッシュへの格納以降にこのコマンドを実行した回数を数えるためのカウンタ。


	
コマンドが、収集されるガベッジになるかどうか

	
このコマンドがサブデーモンによってガベージ収集可能かどうかを示します。0(ゼロ)の場合は解放可能ではありません。1の場合は解放可能です。


	
このコマンドの再準備回数または無効化回数

	
このコマンドの再準備または無効化の数を数えるためのカウンタ。


	
現在のコマンドのSQL

	
現在のコマンドの完全なSQLテキスト。


	
コマンド・キャッシュでこのコマンドに割り当てられた領域(バイト)。

	
コマンド・キャッシュでこのコマンドに割り当てられた領域の合計(バイト単位)。


	
プライベート接続の一意のID

	
プライベート接続の一意のID。


	
コマンド・キャッシュでヒットするユーザー準備の数

	
コマンド・キャッシュでヒットするユーザー準備の数を数えるためのカウンタ。


	
コマンドを作成したユーザー

	
このコマンドを作成したユーザーの識別子。












トランザクション・ログの保持

表6-12にはトランザクション・ログの保持に関する情報が表示されます。


表6-12 トランザクション・ログの保持

	名前	説明
	
保持が作成されたオブジェクト

	
保持が作成された、タイプ固有オブジェクト。


	
保持されているトランザクション・ログ・ファイルの番号。

	
保持されているトランザクション・ログ・ファイルの番号。


	
保持されているトランザクション・ログ・ファイルのオフセット

	
保持されているトランザクション・ログ・ファイルのオフセット。


	
保持のタイプ

	
保持のタイプ。




















7 レプリケーション・モニターの操作

この章ではレプリケーション・モニター・ページについて説明します。レプリケーション・モニター・ページでは、オブジェクトを他のデータベースにレプリケートするためにレプリケーションを使用するTimesTenターゲットを監視し、分析できます。

内容は次のとおりです。

	
レプリケーション・モニターの表示


	
TimesTenレプリケーション・モニターに関する情報の分析






レプリケーション・モニターの表示

レプリケーション・モニター・メトリックを表示するには、TimesTenターゲットに対してレプリケーションを構成してあり、レプリケーション・エージェントが稼働中であることを確認します。

TimesTenターゲット・ページに移動します。TimesTenターゲット・ページへの移動については、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

「TimesTen IMDB」メニューから「その他のリンク」を選択し、次に「レプリケーション・モニター」を選択します。






TimesTenレプリケーション・モニターに関する情報の分析

TimesTenレプリケーション・モニター・ページは2つの領域で構成されており、それぞれがTimesTenレプリケーション専用にカスタマイズされています。

上の領域は次の要素で構成されています。

	
サマリー


	
ステータス


	
集計




下の領域は次の要素で構成されています。

	
レプリケーション・ピア


	
レプリケーションのログの保持


	
発信者スレッド・ステータス


	
受信者スレッド・ステータス


	
パフォーマンス









サマリー


図7-1 レプリケーションのサマリー

[image: 図7-1の説明が続きます]





このリージョンでは次の情報でデータベースおよびデータベースの構成を識別します。

	
データストアの名前

この値はデータストアのパスの最後の部分から取ります。たとえば、データストアのパスが/var/tt/rep_masterdb1の場合、そのデータストアの名前はrep_masterdb1となります。


	
ホスト名

TimesTenが実行されているホストの名前。


	
ポート


	
レプリケーション・ポリシー









ステータス


表7-2 レプリケーションのステータス

[image: 図7-2の説明が続きます]





レプリケーション・ステータス領域では、レプリケートされた処理の現在の状態に関連した全般的な情報が表示されます。最新のログ・ファイル番号が、レプリケーションにより保持された最新のログ・ファイルよりもかなり大きい場合は、レプリケーション・エージェントが最近作成されたトランザクションを送信中に遅れてしまったことを示しています。

「レプリケーション・エージェント」の値は「稼働中」、「停止中」または「N/A」のいずれかです。レプリケーション・スキームを構成しなかった場合、この値は「N/A」です。






集計


図7-3 レプリケーションの集計

[image: 図7-3の説明が続きます]





このリージョンには、データベースがメモリーにロードされた後でデータベースからレプリケートされたトランザクションの総数が表示されます。






レプリケーション・ピア

「レプリケーション・ピア」タブを選択します。


図7-4 レプリケーション・ピア

[image: 図7-4の説明が続きます]





「レプリケーション・ピア」表は、データベースが送信者のロールであるか受信者のロールであるかにかかわらず、すべてのデータベースで共通です。この表にはデータベースのピアのリストが表示されます。






レプリケーション・ログの保持

「レプリケーション・ログの保持」タブを選択します。


図7-5 レプリケーション・ログの保持

[image: 図7-5の説明が続きます]





「レプリケーション・ログの保持」表には、他のデータベースにトランザクションをレプリケートしたデータベースの情報が表示されます。表は、レプリケーション・ログの保持を示しています。






発信者スレッド・ステータス

ページの中ほどにある「発信者スレッド・ステータス」タブを選択します。


図7-6 発信者スレッド・ステータス

[image: 図7-6の説明が続きます]





「発信者スレッド・ステータス」表には、他のデータベースにトランザクションをレプリケートしたデータベースの情報が表示されます。表は、データベースの発信者スレッドのステータスを示しています。






受信者スレッド・ステータス

「受信者スレッド・ステータス」タブを選択します。


図7-7 受信者スレッド・ステータス

[image: 図7-7の説明が続きます。]





「受信者スレッド・ステータス」表には、他のデータベースからトランザクションを受信したデータベースの情報が表示されます。表はデータベースの受信者スレッドのステータスを示しています。






パフォーマンス

「パフォーマンス」タブを選択します。


図7-8 レプリケーションのパフォーマンス

[image: 図7-8の説明が続きます]





このリージョンでは、1分当たりにレプリケートされるトランザクションのアウトバウンド・レプリケーション比率が、折れ線グラフを使用して表示されます。

X軸は時間を表します。Y軸は1分当たりにレプリケートされるトランザクション数を表します。












8 レポートの表示

レポートは、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlリポジトリに収集および格納されているメトリック情報から生成されます。

内容は次のとおりです。

	
レポートの表示


	
レポートのタイプ






レポートの表示

TimesTenターゲット・ページを開いていることを確認します。TimesTenターゲット・ページへの移動の詳細は、「TimesTenターゲット・ページへの移動」を参照してください。

	
「TimesTen IMDB」メニューから、「TimesTen IMDB」、「情報パブリッシャ・レポート」の順に選択します。

「情報パブリッシャ・レポート」ページが表示されます。「情報パブリッシャ・レポート」表で「タイトル」列を見つけます。


	
「タイトル」列でTimesTenレポートの名前をクリックします。

「レポートのターゲットの指定」ページが表示されます。


	
「続行」をクリックします。

レポートが表示されます。レポートを印刷する場合は、「印刷可能なページ」を選択します。









レポートのタイプ

10種類のレポート・グループを含む、9つのレポート分類があります。

分類、グループおよびサブグループは次のとおりです。

	
TimesTenキャッシュ・グリッド・レポート

	
TimesTen Cache AWTアクティビティ・レポート

	
AWTコミット


	
バッチ当たりのAWT行


	
AWTスループット





	
TimesTen Cacheグリッド・アクティビティ・レポート

	
キャッシュ・グリッドのグローバル・ヒット率


	
キャッシュ・グリッドのアタッチおよびデタッチ


	
キャッシュ・グリッドのヒットおよびミス








	
TimesTen接続

	
TimesTen IMDB接続レポート

	
現行接続数


	
接続率








	
TimesTen IMDB監視

	
TimesTen IMDBアクティビティ・レポート

	
ログ・アクティビティ


	
トランザクション・アクティビティ


	
領域使用量(%使用中)


	
ログ・バッファ・バイト








	
TimesTenロック・レポート

	
TimesTen IMDBロック・アクティビティ・レポート

	
即時付与されたロック対待機


	
ロック・タイムアウトおよびデッドロック








	
TimesTenログ監視

	
TimesTen IMDBトランザクション・ログ・レポート

	
ログ挿入アクティビティ


	
ログ待機アクティビティ


	
完了したチェックポイント


	
チェックポイント・バイトの書込みアクティビティ


	
リカバリ・アクティビティ








	
TimesTenメモリー監視

	
TimesTen IMDBメモリー・レポート

	
永続メモリー・アクティビティ


	
一時メモリー・アクティビティ


	
PL/SQLメモリー・アクティビティ








	
TimesTen PLSQLレポート

	
TimesTen IMDB PLSQLレポート

	
ヒットの確保率


	
PL/SQL無効化およびリロード








	
TimesTen SQL操作

	
TimesTen IMDB SQL処理レポート

	
SQL操作








	
TimesTen表

	
TimesTen IMDB表アクティビティ・レポート

	
処理された行




















索引

A  C  D  F  I  L  M  P  R  S  T  U 


A

	エージェント
	
	ステータス, 3.4








C

	現行接続数
	
	クライアント/サーバー, 3.6.1
	直接リンク, 3.6.1








D

	データベースの使用率
	
	上限値, 3.6.2
	永続領域, 3.6.2
	一時領域, 3.6.2



	デプロイメント
	
	失敗, 1.2.2








F

	使用可能な空きディスク領域
	
	チェックポイント・ファイル・システム, 3.6.3
	トランザクション・ログ・ファイル・システム, 3.6.3








I

	インストール
	
	管理エージェント上のTimesTen用プラグインのデプロイ, 1.2.3
	OMS上のTimesTen用プラグインのデプロイ, 1.2.2
	デプロイメント
	
	失敗, 1.2.2



	前提条件, 1.1
	プラグインのアンインストール, 1.6








L

	ロック
	
	取得, 4.7.2



	ログ・フラッシュ回数
	
	高率, 4.8.2.2



	ログの保持
	
	大量, 4.8.1.2








M

	管理エージェント
	
	追加, 1.2.3



	メトリック
	
	すべてのメトリック, 6.1
	チェックポイントおよびトランザクション・ログ・ファイル・システムの使用率, 6.2.2
	チェックポイントの履歴, 6.2.1
	収集エラー, 1.3
	データベース情報, 6.2.3
	インスタンス情報, 6.2.4
	移動, 6.1
	パフォーマンス・データ, 6.2.5
	パフォーマンスの評価, 6.2.6
	レプリケーション・ピア, 6.2.7
	レプリケーション・ステータス, 6.2.8
	レプリケーション・サブスクライバ, 6.2.9
	レスポンス, 6.2.10
	SQLコマンド・キャッシュ, 6.2.11
	トランザクション・ログの保持, 6.2.12
	表示, 6.2








P

	パフォーマンス
	
	チェックポイント, 4.9
	コミットとロールバック, 4.6
	接続, 4.3
	ロック, 4.7
	文, 4.4
	トランザクション・ログ, 4.8
	表示, 4.1
	ワークロード, 4.5



	プラグイン
	
	監視対象資格証明の変更, 1.5
	削除, 1.6.4
	検証, 1.3, 1.4, 1.5
	確認, 1.3








R

	レポート
	
	情報パブリッシャー・レポート, 8.1
	印刷可能ページ, 8.1
	タイプ, 8.2
	表示, 8.1








S

	SQLコマンド・キャッシュ, 3.6.4





T

	ターゲット
	
	手動での追加, 1.2.4
	構成, 1.2.4
	削除, 1.6.1
	優先資格証明の設定, 1.4



	TimesTen
	
	構成, 3.5
	問題, 3.7
	ステータス, 3.4
	サマリー, 3.3
	ターゲット・ページ
	
	ナビゲーション,2.1











U

	アンデプロイ
	
	管理エージェントからのTimesTen用プラグイン, 1.6.2
	OMSからのTimesTen用プラグイン, 1.6.3



	アンインストール
	
	プラグインの削除, 1.6.4
	プラグイン, 1.6










オラクル社の法律上の注意点について

コピーライトについて

Copyright © 1994-2014, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

制限付権利

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアもしくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション（人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む）への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性（redundancy）、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

ドラフトのアルファ版およびベータ版ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。オラクル社およびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

[image: Oracleロゴ]

OEBPS/img/fttsaveprefcreds.gif
*Password
* Confirm Password

SaveAs |INSTADMIN.CREDENTIALS
P






OEBPS/img/fdeployoms4.gif
Deploy Plug-in on Management Servers
Review

To reduce the overall plug-in deployment time, you can deploy muitiple pug-ins at once using EM CLI. For more information, run the command
‘emdi help deploy_plugin_on_server’.

Name Oracle TimesTen In-Memory Database:

Verson 12.1.0.2.0

Management Servers

Name. [currently Deployed Plug+n version [ stats.
testhost:4830_Management Service None *






OEBPS/img/checkupdates.gif
@ self Update

Orade periodically provides new functionaity and updates for existing features i Enterprie M
~IStatus

Comnecton Mode  Online
MostRecentRefreshTme & Jun 10, 2013 3:

 AMPDT

Actons = | E20pn & | @ Aoentsoftuare
fype | Avaiabie Updates]  Downloaded Updates|






OEBPS/img/flockgrant.gif
Lock Grants
|
58
1
|
|
|
|
|
|
|
|
|

|
a4
|

s

4

|
3

May 22 15:26:00 May 22 15:36:00 May 22 15:46:00 May 22 15¢56:00 May 22 16:06:00 May 22 16:16:00

@®LOCK - Lock grants after wait per minute





OEBPS/img/ftxnmonselect.gif
Outstanding locks | Awaiting lodks (0) |

Transaction information
sos program | p.m....m\ Context || Comectond || TramsactoniD |
Actve tascmd onstasssn 217967

_!_____





OEBPS/img/fwriterates.gif
Write Rates

1600
1400
1200
1000
00
00
00
B

o
Sep 20 16:25:00 Sep 20 16:35:00 Sep 20 16:45:00 Sep 20 16:55:00 Sep 20 17:05:00 Sep 20 17:15:00

= STMT - INSERT statements executed per sec
= STHT - UPDATE statements executed per sec
= STMT - DELETE statements executed per sec





OEBPS/img/fnoerror.gif
43 testhost.tt1122.sampledb_1122 ®

Home =
|
Monitoring Y Alverics
Control » Metic and Coliecton Settings
Job Actiity Metric Colecton Errors
Iformton usisher Reparts Iy
Status Hstory
performance Incident Manager
Addtonal Links b Werthistory
Blackouts

Confiauration N





OEBPS/img/ftranslocksumm.gif
Log Holds | Log Performance

Summary

Logfiesize 64.0MB
Mostrecent log fle present 7





OEBPS/img/fundeployagent7.gif
Undeploy Plug-in from Management Agent L]
Review
‘Wﬁwmmmmmmmmwmmmhm
the Hanagement Agent. During dovwntime, the Hanagement Agent will ot be able to monitor any targets.
Name Orace TresTen In Memory Database
Hanagement Agent with this plug-in

[Deployed Plugn
Management Agent (Operating System Status.

testhost:3672 Linux x86-64 121020 @&

e o | Y cos |






OEBPS/img/faddtargetsucc.gif
[& confirmation
/Add Target - Completed Successfully

7 Hide
Added TimesTen In Memory Database 11g testhost tt1122.samplecb,_1122 on itpss//testhost.orade.com: 3872/emd/main

_dose |





OEBPS/img/fdeployagent8.gif
Deploy Plug-in on Management Agent
Confirmation
f Started deploying plug-in "Orade TimesTen In-Memory Database version 12.1.0.2.0 on the selected Management Agents.
‘You can mornitor the status of the deployment operation in the Deployment Activities page.
‘You can also monitor the progress using the following command:
‘emiget.plugin_deployment status -plugi_id=oradiedb.ott





OEBPS/img/fmonconfig.gif
Target Name A [Target Type [ Target status

testhost.tt1122.sampledb_1 TimesTen In Memory Database 11g *

Terget Information






OEBPS/img/fdeleteopar4.gif
(@ Delete Update a

Delete il remove the update permanently

Do you wish to delete?

[loskiE conce |





OEBPS/img/fckptaggreg.gif
Aggregates
Checkpoint vome during DB recovery
Chedkpoints completed

Fuzzy checkpoints

Chedipoint wites

Statistics accumulated since load time:

008
2059
241
5018
Fri Apr 20 21:20:56 2012





OEBPS/img/fundeployoms2.gif
Undeploy Plug-in From Management Server

Name Oradle TimesTen In-emory Database:

TimesTen In emory Database Version data not avaiable






OEBPS/img/fworklaggreg.gif
Aggregates
Full table scans 6349757
Since load tine Fri Apr 20 21:20:56 2012





OEBPS/img/fsummary.gif
Summary

Datastore name  sampledb_1122
Instance name 111122
TimesTenverson  11.2.2.2.1
Hostname  testhost
Orade Net Service Name  oradehost/oraded





OEBPS/img/fundeployomscont.gif
v Plug-in From Management Server

Name Oradle TimesTen In-emory Database:

Sappusiobumss e

TimesTen In Memory Database Version data not avaiable






OEBPS/img/fdeployoms6.gif
Plug-ins

Plgins > Dep
Deployment Activities

ame [ status_[verson [content Type _[pestinaton

Orade TimesTen InMemory Dt~ &7 12.1.02.0 Plug-in testhost:4890_Management_S

Deployment Steps: Oracle TimesTen In-Hemory Database
step s

tatus
|Submit job for deployment <
Iitialze <
Install software: <
\Validate plugin home <
Perform custom preconfiguration <
(Check mandatory patches <
Generate metadata SQL <
Preconfigure Management Repository. <
|0PSS jazn policy migration <
(Configure Management Repository. <
Register metadata <
Perform custom postconfiguration <
\Update inventory <





OEBPS/img/fstatus.gif
Status

TimesTen Server
Cache Agent
Repication Agent
Loaded since

u
w
v
Fr Apr 27 10:00:53 2012





OEBPS/img/flogreadflush.gif
Log Reads and Log Flushes
=

|

-

ol

g

g

|

N

)

«=L0G - Log reads from fle system per minute:
a»1.0G - Log flushes to fie system per minute.





OEBPS/img/downloadplug1.gif
@ Self update

Oradie periodically provides new functonaltty and updats fo existing fe
check can be made at any tine.

~IStatus

Comnection Mode Online:
MostRecentRefiesh Time & Jun 4, 2013 8:39:41 AMPDT.

Actons ~ | B30pen g CheckUpdates | [ | @ Poin
Type | Avaiable Updates|
Agent Software
Bl Publisher Reports
Complence Content
Diagnostic Chedks.

EM Deployment Prereauisite Resources
Extensibility Development kit
Management Connector

Mddeware Profies and Gold Inages
Monitoring Templates

23 Orade Database Provisioring Proffes ar

Dleuay,

BoorBoooool






OEBPS/img/fcacheawt.gif
| Cache AWt

General

Transactions committed on Orade DB 21637
Cals mad to Oracke DB 21637
Rolbacks on Oracke DB because of errors 0

Transactions propagated to Orade DB 2898962

Transactions refried in case of an error 0

Method 0

Batches sent to Orack DB
Bytes sent to Oracle DB

Delete batches sent to Oracle DB
Rows deleted on Oracke DB
Insert batches sent to Orade DB
Rows inserted on Oracle DB
Update batches sent to Orace D8
Rows updated on Orade DB

Method 1

Batches sent to Orack DB

Bytes sent to Oracle DB
Rows deleted on Oracke DB
Rows inserted on Oracle DB
Rows updated on Orade DB

21637
879807741
300425
8612
2838466





OEBPS/img/fdeployoms2.gif
Deploy Plug-in on Management Servers
General

Name Oradle TimesTen In-emory Database:

Version [ 12.1.0.2.0

*Repostory SYS Passiord
Target Types

Name.

Stpported Target Versions

[Plug-n Version - 12.1.0.2.0

[Plugein version on Management server - None

TimesTen In emory Database Version data not avaiable






OEBPS/img/scheduledownload.gif
(@ Schedule Download L]

Start © Immediately © Later [2 (aMT-08:00) Los Angeles - Padific Time (PT)

@ L] Notify Once downloaded






OEBPS/img/fverifytarget.gif
Terget Name [Terget Type. Terget Status

\estost 1122 sanpledb_1122 e O





OEBPS/img/fdeployagent6.gif
Deploy Plug-in on Management Agent.

Prerequiste Checks
Nome. Orade TimesTen I emory Database
Verson 12.10.20
e e
testhost:3872 Linux x86-64 & NoErmor






OEBPS/img/fprefcredssucc.gif
@1nformation
Named redentil assodaton completed successfuly.






OEBPS/img/freplstatus.gif
Status
Replcation Agent Up

Most recent log e rumber 146

Last log ilenumber held by repication 146





OEBPS/img/fdeleteopar.gif
selftpaste

Plugns
Management Connectors
Data Exchange

Development it

@ Ccomplete
@ Integrate
@ Business-

SR b - | 12 svswan -
Tt
=
sy
vt
e gt
frem—
Comandine e

Management Packs





OEBPS/img/fcacheauto.gif
b cachedb ®
(2] TimesTen M08

| Cache Autorefresh

Cycles completed successfully on TimesTen
Number of cycles that faied due to errors
Rows deleted in TimesTen from Orade DB
Rows inserted in TmesTen from Oracke DB
Rows updated in TimesTen from Oracle D8

Full refreshes triggered





OEBPS/img/fdeployagentcont.gif
Deploy Plug-in on Management Agent L
Name Oradle TimesTen In-Memory Database:

verson [12.1.0.20

Target Types
Name. [supported Target Versions
TimesTen In emory Database 1lg  Version data not avaiable:






OEBPS/img/fundeployagent2.gif
Plug-ins
Thispage st the plug-ns avaiable, dowrioaded, and deployed to the Enerprie Manager system. Use this page to desloy

Actions ~ View v | & Deploy On + [& Undeploy From ~ & Check Updates  [=) Deployment Actvities

Version
Name
e
Dy 1M 082 Datobase 210,20 21020 @
D igosoft sQLServer Database 12,1030 121030 8
BBy Oracke Database. 12.10.40 12.10.40 12.1.0.40
ﬁmrmmm«mmnxi.m.u 21020 21020
D Sybase ASE Database

10,20 121020 &





OEBPS/img/fdeployagent4.gif
Deploy Plug-in on Management Agent
Select Management Agents
Name Oradie TimesTen In-Memory Database:
Verson 12.1.0.2.0

e Jngent v

[operating system

oepeyedverson | staus

testhost:3872 121030

Linux x86-64

None.

o e






OEBPS/img/fagentshow.gif
Undeploy Plug-in From Management Agent
Confirmation

& The Undeployment of plug-n “Orade TimesTen In-Memory Database" has started on selected agents.

‘You can monitor the status of deployment in plug-in Deployment Activities Page
‘You can also monitor the progress using following command
‘emci get_plugin_deployment status -plugin_d=oracle.db.ott

shonstae | e |





OEBPS/img/downloadconfirm.gif
[ Confirmation L]
& Ajob has been submitted successfilly to dowload the update from Orade

Job Detais






OEBPS/img/fdiskusage.gif
Free disk available (%)
00|

|
—_—

58

Mav 10 15:52:00 May 10 16:11:00 May 10 16:30:00 May 10 16:49:00

= Transaction log il system space avaiable (%)
@ Checkpoint file system space avaiable (%)





OEBPS/img/faddman2.gif
Add Targets Manually
© AddHost Targets

Add Targets Using Guided Process (Also Adds Related Targets)

q}m  Targets Dedaratively by Speifying Target Monitoring Properties

Terget Type |TmesTen In Memory Database 11g






OEBPS/img/fdeployagent3.gif
Plug-ins

This page lsts the plug-ins avaiable, donrioaded, and deployed to the Enterprise Manager system

) 18V DB2 Database 121020
) Microsoft SQLServer Database  12.1.0.3.0

) Oracke Database. 12.1.0.40

D Orace TmesTen Inemory Dar 12.10.2.0
) Sybase ASE Database 12.1.0.2.0

121020 &
121030 &

12.10.40

21020
121020 &





OEBPS/img/fundeployagent3.gif
Plug-ins

This page lsts the plug-ins avaiable, donrioaded, and deployed to the Enterprise Manager system. Use this page to deploy

91150082 Datobese 21020 21020 8
B0 gosof saLServer atabase 12.10.30 210308

B0 Orece patabase 21040 21040 21040
2B Orade TimesTen In-Memory Da' 12.1.0.2.0 12.1.0.20 12.1.0.2.0

Y sybase ASE Database 12.10.20 121020 B





OEBPS/img/fconnanddisc.gif
20
20
0

&

May 10 16:04:00 May 10 16:16:00 May 10 16:28:00 May 10 16:40:00 May 10 16:5200

= WORKLOAD - Conmects per minute
= /ORKLOAD - Disconnects per minute:





OEBPS/img/fundeployomsstat.gif
Undeploy Plug-in From Management Server
Confirmation

& The undeployment of plug-in “Oracle TimesTen In-Memory Database” version 12.1.0.2.0is n progress.

‘You can monitor the status of Undeployment in plug-in Deployment Activities Page
‘You can also monitor the progress using following command
‘emci get_plugin_deployment status -plugin_d=oracle.db.ott





OEBPS/img/plugindownload.gif
Plug-in Updates

Actions +

yDomnload G Aoply @ g

B [ searchDescpton

o A [Pugnnane

[o5 Ptform [Revsionversion

@ appied

@ nvive
@ nveie
@ nveie
@ nveie
@ nveie
@ nveie
@ nveie
@ nveie
& rveie
@ Aot
@ nveie
@ Aviobe

"Management Services and Reposiory
Sun ZFS Storage Appiances

Sun ZFS Storage Appiances

SunRay Software

Orace VDI

Orace VDI

Orack Uites

Orack Uites

Orace Tuxedo

Oracke Tuxedo

GenericPlatfo 0
GenericPlatfo 0
GenericPlatfo 0
GenericPlatfo 0
GenericPlatfo 0
GenericPlatfo 0
GenericPlatfo 0
GenericPlatfo 0
GenericPlatfo 0
Generic Platfo

(Orad TimesTen In-Memory Database  Generic latfo 0

Orade Ops Center Infrastructure s

Platfo 0

‘Oradle Ops Center Infrastructure stack Generic Platfo 0

12,1030
12.10.10
12.10.20
12.10.10
12.10.20
12.10.10
12.10.20
12.10.10
12.10.20
12.10.10
121020
12.10.10
12.1.0.20





OEBPS/img/fnotarget.gif
® nformation L

Target testhost.tt1122.sampledb_1122 (TimesTen In Memory Database 11g) has been deleted.

=






OEBPS/img/fdeadlock.gif
Lock Performance  Transaction Manitor
Locks and Deadlocks
) } A S—
2 }
El }
16 }
12 }
s

|

|
4
|
ol
May 22 15:26:00 May 22 15:36:00 May 22 15:46:00 May 22 15:56:0 May 22 16:06:00 May 22 16:16:00

@=LOCK - Deadiacks per minute
@®LOCK - Lock timeouts per minute





OEBPS/img/ftestconn.gif
Test Connection - Completed Successfully.
Witide

Test Connecton succeeded






OEBPS/img/fprepandreprep.gif
Prepares and Reprepares

May 10 16:23:00 May 10 16:32:00 May 10 16:41:00 May 10 16:50:00 May 10 16:59:00 May 10 17:08:00 May 10 17:17:00

= W/ORKLOAD - Number of commands prepared per minute
@ WORKLOAD - Number of commands reprepared per minute





OEBPS/img/frefinesearch.gif
All Targets

Refine Search

7 Target Type

7 Databases

TimesTen In Memory Datsbase ?lg @





OEBPS/img/selfupdate.gif
selfUpdate
Plugns

Management Connectors
Data Exchange

Development it

@ Complete
@ Integrate

B o - | 18 s -
poriig
==
sty
vt
e et
frem—
Comandine e

Management Packs

Logout O






OEBPS/img/fstatedetail.gif
30393734

Detail

)

W STT - Number of ALTER statements executed (0%)

W STT - Number of CREATE statements executed (0%)

W STMT - Number of DELETE statements executed (0.6%)
W STT - Number of DROP statements executed (0%)

B STMT - Number of INSERT statements executed (18.4%)
W STMT - Number of MERGE statements executed (0%)

W STMT - Number of SELECT statements executed (70.9%)
W STMT - Number of UPDATE statements executed (10. 1%)





OEBPS/img/flocknowait.gif
Percentage of Acquired Locks without Wait
100

—_—
a|
\

ol

e=LOCK - Percent locks ranted inmediately





OEBPS/img/fwriteworkload.gif
Write Workload

70000

50000

50000

20000

30000

20000

May 11 13:00:00 May 11 15:00:00 May 11 17:00:00 May 11 19:00:00
=05 - Table rows deleted per minute:
=05 - Table rows nserted per minute
e DB - Table rows updated per minute.





OEBPS/img/fremovetargetconf.gif
[& Confirmation

You have chosen to remove
testhost.tt1122.sampledb_1122 (TimesTen In Memory

Database 11g). Do you want to proceed?
@





OEBPS/img/flocatett.gif
Target Name A [Target Type | Targetstatus

festhost 11122 samplec_1122 [\ TmesTen In Memory Database 11g %





OEBPS/img/fdeployoms1.gif
Plug-ins

This page lists the plug-ns avaiable, dovioaded, and deployed to th

) 18M DB2 Database 121020
) Microsoft SQLServer Database  12.1.0.3.0
) Oracke Database. 121040

D Orace TmesTen Indemory Dar 12.10.2.0
230 Sybase ASE Database 12.1.0.2.0





OEBPS/img/fundeployagent5.gif
Undeploy Plug-in From Management Agent
General
Name Oracle TimesTen In-emory Database:

%ilkemuve
R [opsatnasysten

[Deployed version

status.

2dd a management agent fo plug-n undeployment






OEBPS/img/ftxnmondetails.gif
Lock details for transaction 1.19.
Lock mode Resource 1D Resource locked On table QL text

x 0:0131200001312000  Database

Un 173220 Table TESTUSER TEST Select * from test for updat|





OEBPS/img/faddtarget2.gif
Add Targets Manually
© Addost Targets

Add Targets Using Guided Process (Also Adds Related Targets)

‘Add Targets Decaratvely by Specfying Target Monitoring Properties

Terget Type |TmesTen In Memory Database 11g
Monitoring Agent

Add Manually.






OEBPS/img/ftxnmonautomode.gif
Refresh mode

O Manual

© Automatic

Refresh interval in seconds:

s

stop

[ stop

en there are no transactions





OEBPS/img/fchkpthist.gif
Checkpoint History

s | [npe| | mitator | [start. EndTime | ity Blodks
2841 Fuzzy  Chedgoiter 2012-05-100 201205100 s
2842 Fuzy  Chedgoiter 2012-05-100 201205100 s
2843 Fuzzy  Chedgoiter 2012-05-100 201205100 s
2844 Fuzy  Chedgoiter 201205100 201205100 2
2845 Fuzzy  Chedgoiter 2012-05-100 201205100 2
284 Fuzzy  Chedgonter 2012-05-100 201205100 2
2847 Fuzy  Chedgoiter 2012-05-100 201205100 s

Average checkpoint volume(MB) for the last 8 checkpoints 1,118

Volume of MB written

1051
1051
1051
2641
272
267
1051

Rates (MB/sec) wit.

1051
1051
1051
2641
272
267
1051

status
Completed
Completed
Completed
Completed
Completed
Completed
Completed





OEBPS/img/fundeployacont.gif
Undeploy Plug-in from Management Agent
General

Name Oracle TimesTen In-Memory Database:
b Add... 3§ Remove

Management Agent

[operating system
esios 3872

[Deployed version

[ sows

U xB6-64

121020

= Dependent Agents.






OEBPS/img/fcacheawtbatch.gif
) AWT Batch Performance
:

N
N
N
|

|
o

3025 150400 Jun 25 15:17:00 Jun 25 15:30:00 Jun 25 15:43:00 Jun 25 15:56:00

= CACHE - Rows per batch in SQL mode
= CACHE - Rows per batch in PLSQL mode.






OEBPS/img/falltargets.gif





OEBPS/img/fdeployagent1.gif





OEBPS/img/fcurrentconn.gif
May 9 10:46:00 May 3 11:02:00 May 9 11:18:00 May 9 11:3400

= V/ORKLOAD - Ciet/Server connectons
e ({ORKLOAD - Direct linked connectons





OEBPS/img/fnoerror2.gif
4} testhost.tt1122.sampledb_1122 @
(@) TimesTen V05 +

TimesTen In Memory Database 11g: testhost.tt1122.sampledb_1122
Metric Collection Errors

Your managed target has encountered metric evaluation errors. These

Metric

There are no erors!





OEBPS/img/fselprefcreds.gif
Named ﬁ New
esruseR =]
Aetribute |Value
Ustome =

More Detais

_Testandsave | _save | _cancel





OEBPS/img/fdeleteopar3.gif
Plug-in Updates
Y Dowrioad @Ay @ Phgn | B | Search Desarpton

[t ;Dowrioad
| @aonty
| e

@ Donrioaded

&) Bowroaded

£ g ntame [o5 Pform [reviion [version
race Consoldaton Perring and Chr GenericPiatforn ©  12.1040
VidosoftQUServerDatobase  GenercPitorm 0 121030
race Audit vaut GenericFatom 0 12,1040
MicosotActve Drectory GenericFatom 0 210,40
‘Apache Tomeat Generic Platform 0 12.1.0.2.0
race Strage Monsgement Famenr GenericPiatform 0 12.102.0
Exalogic Elastic Cloud Infrastructure  Generic Platform 0 12.1.0.2.0
race Fusn Apicatons GenericFatom 0 12,1040
EMC Symmet Aray GenericFatom 0 12.10.20
Miosoft B Tak Server GenericFatom 0 210,10
race Vrtalzation GenericFatom 0 210,50
T 0B2 atabase Genericatom 0 12.10.20
(e TmesTen Inemory Doabase. GenercPlatorm 0 121020






OEBPS/img/fcommitrollback.gif
00 |
200 |
00 |
100 |
1200 |
w0 |
w0 |

]

May 10 16:25:00 May 10 16:33:00 May 10 16:41:00 May 10 16:45:00 May 10 16:57:00 May 10 17:05:00 May 10 17:13:00 May 10 17:21:00
= XACT - Transactons durably committed per second

= XACT - Transactons comitted per second

@ XACT - Transaction rollbacks per sec





OEBPS/img/freadrate.gif
000

5000

000

3000

2000

1000

o

Sep 20 16:25:00 Sep 20 16:35:00 Sep 20 16:45:00 Sep 20 165500 Sep 20 17:05:00 Sep 20 17:15:00

= STMT - SELECT statements executed per sec





OEBPS/img/fundeployoms3.gif
Undeploy Plug-in From Management Server
Review

Name Oradle TimesTen In-Memory Database:

Verson 12.1.0.2.0
Management Servers

Name [currently Deployed Plug+n version [ stats |
fethost:4890_Management_ Service 121020 )

e s |





OEBPS/img/fremovetarget.gif
Terget Informaton Admiistrator Access






OEBPS/img/fcacheswt.gif
| Cache SWT

Bytes sent to Oracle DB

Rows deleted an Oracke DB
Rows inserted on Oracle D
Rows updated on Oracle DB

7203450
1453250
1453263
o





OEBPS/img/fissues.gif
Performance Overview | Issues

Incidents and Problems

190

* Terget [Local target and related targets v * Category [al
Message Target Severity | |Status
Countof targets notupoadno e (@] e New

Escalated

191

Type

Incident

Ao 1P

Time Since Last Update
28 days 17 hours





OEBPS/img/ftargetagent.gif
‘Search and Select: Targets - Oracle Enterprise Manager
Search and Select: Targets
Search

Target Type [Agent
Target Name |
OnHost |
Confuraton Search <No confiration searchselected> @, &

[rrsettipe Jonriost

Agent testhost

Mode Single Select






OEBPS/img/faddtarget.gif
Configure Auto Discovery
Auto Discovery Results
OO
Group

Dynamic Growp
Administration Groups
Generic System

Generic Service:





OEBPS/img/fconnaggreg.gif
Aggregates
Database dscomnects

Database connects establshed
Client Server connections establshed
Directrked connections establshed
Statistics accumuated since load time

518678
s18932

an

518461

Fr Apr 20 21:20:56 2012





OEBPS/img/fstateaggreg.gif
Summary | Detal

Total number of statements executed 8036405
Since load tine Fri Apr 20 21:20:56 2012





OEBPS/dcommon/oracle-logo.jpg
ORACLE

Enterprise Manager System Monitoring
Plug-in1—+#—X - #4 Ffor Oracle
TimesTen In-Memory Database, U J —
212.1.0.2.0





OEBPS/img/fdeployoms5.gif
Deploy Plug-in on Management Servers
Confirmation
& The deployment of plug-n "Crace TmesTen In-Memory Database” version 12.1.0.2.0is i progress.
‘You can monitor the status of the deployment operation in the Deployment Activities page.
‘You can also monitor the progress using the following command:
‘emci get_plugin_deployment status -plugin_d=oracle.db.ott






OEBPS/img/fcacheawtvolume.gif
I AWT volume(MB) Per Sec

e

0.1

o

|
|
oo |
|
ol
Moy 22 12350 May 22 1211560 Hay 22 1253500 Moy 22 124500 My 22 130300

= CACHE - Total AWT VB per sec.






OEBPS/img/fallmetricstree.gif
testhost.tt1122.sampledb_1122 > Al Metrics
All Metrics

Search yiu

v |

v tesmost.mlzz.ﬂrdedb,nzz
& Checkpoint History
& Checkpoint and Transaction Log File System Usage.
&> Database Information
& Instance Information
& Performance Data 1 [from CACHE to GRID]
L Performance Data 2 [from LOCK to XACT]
&> Performance Rates
& Replcation Peers
& Replcation Status
&> Replcation Subscrbers
& Response
& SQL Command Cache.
& Transaction Log Holds





OEBPS/img/ftransloghold.gif
Log Holds

Desarption Log fie number Log fie offset Type
sampledb_1122.ds1 7 7084032 Checkpoint
sampledb_1122.ds0 7 7174144 Checkpoint





OEBPS/img/fomscont.gif
Deploy Plug-in on Management Servers
General

Name Oradle TimesTen In-emory Database:

Version [ 12.1.0.2.0
*Repository SYS Password
Target Types

Name

Supported Target Versions

[Plug-n Version - 12.1.0.2.0

[Plugein version on Management server - None

TimesTen In Memory Database Version data not avalable:






OEBPS/img/fdeployagent7.gif
Deploy Plug-in on Management Agent L]
Review

Name. Orade TinesTen I Hemory Database

Verson 12.10.20
Management Agents that passed the prerequiste checks.
e e oeployedPgnverson | Staus | RestartRequred |
wtresi72 o664 Nore * o
e

ok [N oo |






OEBPS/img/fconfiguration.gif
Configuration
Alocated PERM Space:
Alocated TEMP Space
Internal log bufer size

PL/SQL memory segment size:

256,018
256,018
s40M8
20m8





OEBPS/img/freplpeers.gif
Replication peers | Replcationlog holds | Transmiter threads status | Receiver threads status | Performance

Name Host Name State Portand status
susL testhost STARTED 51720 (AUTO) (Connected)
MaSTER testhost STARTED 41858 (AUTO) (Connected)





OEBPS/dcommon/oracle.gif





OEBPS/img/fpluginupdate.gif
Plug-in Updates
Actions + | 4/Dowrloss @ Apply @ Plugin | [ | Search Descrption

Sats A [Pginnane [osPatforn_[revson [vendor
&) Conriosced  Orack Consoldtion plarning and Char GenericPiatform 0 121040 oraa
& Commosced  MosofsQUserver Databsse  GenericPlatiom 0 21030 oracie
& Comrosced Orack Audt vt Generclatforn 0 121040 oracie
& Conriosced  MirosoftActve Drectory Generclatforn 0 210.10 oraa
&1 Dowrloaded  Apache Tomat Generclatforn 0 121020 oracie
&) Dowrlosded  Orack Storage Management Framewor Generic latform 0 21020 oraa
& Comriosced  ExalogcEsstc Cloud Infastuctre  GenericPlatiorm 0 21020 oracie
& Cowrlosced  Grack Fuson Appicatons Generclatforn 0 121040 oraa
& Cowrlosced  EMC Symmetrix Ay Generclatforn 0 121020 oraa
& Conrlosced Micosoft i Tak Server Generclatforn 0 210.10 oracie
& Comriosced Orack Vrtusizston Generclatforn 0 121050 oracie
& Cowriosced M DE2Databse Generclatforn 0 121020 oracie
31 Donrioaded  Orece TimesTen T Memry Datsbas{\ GenercPlatform 0 12.1.0.20 oraae





OEBPS/img/ftxnmonawait.gif
Outstandinglocks | Awaiting locks (1)

Lock details

Resource | Resour. onTable | [P |Cont. Transacton D |Mode | [SQLText | Holder Transact Holder M. Holder sQU
Row BMUFVUARAC TESTTABLE 25209 0X9M4850 2.17967 un select * fom 119 Un Select * from test {





OEBPS/img/fundeployagent8.gif
Undeploy Plug-in from Management Agent

Prerequisite Checks

Name Oracle TimesTen In-Memory Database:

Management Agent

[operating system

Status_[Error Message

testhost:3672

L xB6-64

¥  NoErmor

= -Dependent Agents.






OEBPS/img/fdeleteopar5.gif
[& confirmation "

pThe update has been deeted
‘permanently.






OEBPS/img/fttsetcreds.gif
Preferred Credentials > TimesTen In Memory Database 119
TimesTen In Memory Database 11g Preferred Credentials

To set preferred credentials, cick on Set'in appropriate table. To dear assodaton, cick Clear'. To test credenti, cick on Test.

Clckon 'View References' o see al references o credenta set.

| Default Preferred Credentials
Defauit credentils are used for targetsthat do not have aredentils setin Target Credentis tabe below.

/st Rear

redent set argettsemane [redentainane

Host Credentias

|

| Target Preferred Credentials
Target credentias can be specfied fo esch target. If set, target redentils override the defouit redentas for that target.
Taretame | Credenta st | =] seareh |

s % cer 7est @ vewreferences

[Farget Nave AV sous [oredemtaiset Farget Username






OEBPS/img/plugindownload2.gif
Plug-in Updates
sctors + | (O Bl @ s | & [semchDumopton

Bome A [gnnan [o5 Ptform [Revsionversen[vendor |
@ Appied 'Management Services and Repository  Generic latfo 0 121030 ORACE
@ Avcisbe  5un77S Storage pplances GenericPato0 121010 ORAGE
@ Avciste 5un7FS Storage pplances GenercPato0 121020 ORAGE
@ hvie sunoy Sofere GeneicPato0 121010 ORAGE
@ nie Orade vt GenercPato0 121020 ORAGE
@ nie Orade vt GeneicPato0 121010 ORAGE
@ nvcie Orade Usites GenercPato0 121020 ORAGE
@ nvcie Orade Usites GeneicPato0 121010 ORAGE
@ hvcie Orade Tunedo GenercPato0 121020 ORAGE
@ hvcidve Orade Tuxeto GenericPato0 121010 ORAGE
@8 Avelabe  Orade TmesTen I Hemory Database GenericPatio0 121020 ORAGLE
@ Aveisbe  Orade Ops Centr nrstructrestock GenericPato0  12.10.10 ORACLE

@ nveicble  Orade Ops Cener Inrstrucure stck GenericPltfod  12.00.20  ORACLE





OEBPS/img/fundeployoms1.gif
Plug-ins

This page lststhe plug-ins avaiable, donrioaded, and deployed to the Enterprise Manager system. Use this page to deploy

cors < Ve« | Do 0 - [EURRRBRVEIRE] © crc s

 Deployment Actites.

Mancgementservers... | versn |
Name H
L Monagement Agent.. By, Jon =
By 1M 082 Datobase 210,20 21020 @
D iaosoft SQLServer Database 12,1030 1210308
B Orade Databose 210,40 210,40 121040
D Orace TrmesTen Indemory Dar 12.1.0.2.0 210,20 121020
) Sybase ASE Database 12.10.2.0 121020 @





OEBPS/img/frepltransmitter.gif
Repication peers | Replcationlogholds | Transmitter threads status | Receiver threads status | Performance

Peer name. Start or Restart count. Transactions sent
SUB1 (track 0) 2
MASTER? (track 0) 1





OEBPS/img/ftargetname.gif
Target Name A [Target Type Target Status

E—— Toestennttenory Dawbase 119 Qb





OEBPS/img/ftxnmonmode.gif
Lock Performance

Refresh mode

Transaction Monitor

Manual

G

O Automatic





OEBPS/img/fcachetimesten.gif
| Transactions Committed on TimesTen

o |

|
|
an |
ol
ey 2 200 iy 2 2200 oy 2 25500

e XACT - Transactions durably committed per sec.
@=XACT - Transactions commited per sec
= XACT - Transaction rolbacks per sec






OEBPS/img/confirmationupdate.gif
& Confirmation L]
& Ajob has been submitted successfully to check for new updates from Orade

Job Detai

okl






OEBPS/img/fdeployoms3.gif
Deploy Plug-in on Management Servers
Prerequisite Checks
o Prerequisite Checks - Successfully Completed
Name Oracle TimesTen In-Memory Database:
Verson_12.1.0.2.0

onagement ervers

[Prerequsie Name

L testhost:4890_Management_Servie.
& testhost:4890_Management. Service
> testhost:4890_Management._Service
& testhost:4890_Management_Service
& testhost:4890_Management_Service
L testhost:4890_Management. Servie
L testhost:4890_Management. Service
L testhost:4890_Management.Service

‘Submit job for running prerequisites check
Initiaze

Instal software

Validate plug-in home

Pefom custom preconfiguration

(Check mandatory patches

Generate metadata SQL

Preconfigure Management Repository.

XYY

i o |





OEBPS/img/freplaggregates.gif
Aggregates

Transactions repicated 8
Since load e Tue May 22 09:00:30 2012





OEBPS/img/fprefcredsmanage.gif
Preferred Credentials

You can use preferred credentils to simpify access to targets that you manage. If a target has preferred credentials set,
‘appications thatlog n o that target wil automaticaly use the preferred credentils.
You can set default redentils for each target type. Default credentils ae used for any targets that do not have preferred

‘redentils explcly set.

oo Targets[fagets it redents set

[Default Credentidls set_ A~

o ltforn

I Testen nMenmoryDatabase 119
orade Weblogc ooman

orade Weblope server

st

o
oNe
oMo
oNe
oMo
oNe
oMo
oNe
oMo
oNo
oMo
oNe
0ves

“

My Oracle Support Preferred Credentials
This s required to connect to My Oracle Support to search knowiedige, fle service requests and work ith patches and updates.

Set MOS Credentials






OEBPS/img/ftxnmonoutstand.gif
Outstanding locks | Awaiting locks (0)

Transaction information
Status Program Process number
Actve tsqcmd 25209

Actve tisqicmd 25968

Context
OufEs0
0x3bdss

Connection 1D

Transaction ID
2.17%7
119





OEBPS/img/fmonconfigok.gif
Monitoring Configuration e e
+Dato SurceName [ anpledb_i122
* Timesten nstancename [ 1122

* TimesTen password [ o

* TmesTen user name appuser
Monitoring

‘Orade has automaticaly enabled monitoring for this target's avaiabilty and performance, so no further monitoring
‘configuration is necessary. You can editthe metric thresholds from the target's homepage.





OEBPS/img/fttprefcreds.gif
TimesTen In Memory Database 119 Preferred Credentials

To set preferred credentils, cick on Set'in appropriate table. To dear assodaton, cick Clear'. To test redenti, cick on Test.

Clckon 'View References' o see al references o credenta set.

| Default Preferred Credentials

Defauit credentils are used for targets that do not have credentials set in Target Credentials tabl below.

/st R

[redentaset Frargt Usermame [credenta Nane

Host Credentials

| Target Preferred Credentials

Target credentils can be specfied for each target. I set, target redentials override the default redentials for that target.

Torgetame | Gredensalset | =] sescn |
/et Rear HTest @ ViewReferences
argethone Ao sews [oeienset rarget Usermame

(St 1122 mmoes 1122 |\ [ S T—






OEBPS/img/fprefcreds.gif
Preferred Credentials
You can use preferred credentils to simpify access to targets that you manage. If a target has preferred credentials set,
‘appications thatlog n o that target wil automaticaly use the preferred credentils.
You can set default credentils for each target type. Default credentils are used for any targets that do not have preferred
‘redentils explcly set.

/ Vanage Preferred Credentials
[rarsetype [fota Targets_[Targts it Credentals Set__ [Defau redentals set &
e S T T .
Oradke Authorization Policy Manager 1 0No
Bescon : one
Agent 2 oo
oraceriome s one
Grace Fuson iddeare Farm : oo
raceansgement serve : one
o Consle : oo -
oS o : ono

et i emory bt 1. [\ : oo
[ —— : oo
race webtoge serer 2 oo
Host 2 oves -

My Oracle Support Preferred Credentials
“This i required to connect to My Orade Support to search knowledge, fe service requests and work ith patches and updates.
SetMOS Credentids






OEBPS/img/fratiopreps.gif
Ratio of Prepare to Execute Rates.

12

|
|
|
|
|
|
|
|
|
oz |

ol oW

o

May 10 18:41:00 May 10 18:53:00 May 10 19:05:00 May 10 19:17:00 May 10 19:29:00 May 10 13:41:00

@ Prepares per minute to executes per minute ratio





OEBPS/img/freplsummary.gif
Summary
Datastore name.
Hostrame

Port

Replcation Poly.

rep_masterdbl
testhost
47317 (AUTO)
Manual





OEBPS/img/fnavallmetrics.gif
1 testhost.tt1122.sampledb_1122 @

Home. j
Monitoring >
Control »
Job Activity

Information Publsher Reports
Performance

‘Addtional Links >
Configuration »
Complance »
Target Setup »

‘Target Information
.

Al Metrics N
Metric and Collection SEttings
Metric Colection Errors
Status History

Incident Manager

Alert History

Blackouts





OEBPS/img/fhome2.gif
ORACLE ' Enterprise Manager Cloud Control 12¢

b_1122

Cache Synchronization Metrics:
Replication Moritor






OEBPS/img/fcacheawtoracle.gif
x| AWT Transactions Committed on Oracle DB
o |

|
o |
|
|

ol
May 22 12:03:00 May 22 12:28:00 May 22 125300

= CACHE - Transactions committed on Oracle DB per sec






OEBPS/img/freplholds.gif
Repication peers | Replication log holds | Transitter threads status | Receiver threads status | Performance

Peer name. Hostname. Lastmessage sent Log fie number Latency Track
sust testhost 00:00:05 146 100
MASTER2 testhost

146 100





OEBPS/img/fperformtab.gif
(@] TimesTen IMDB ~

Connections | Statements | Workioad | Commits and Rolbacks | Locks | TransactionLogs | Checkpoints





OEBPS/img/freplperform.gif
Repication peers | Replcationlog holds | Transmitte thveads status | Receiver threads status | Performance
Outbound Replication Rate

20000
30000
20000
10000

o
May 24 10:58:00 May 24 1105:00 May 24 11:1200 May 24 11:19:00 May 24 11:26:00  May 24 1:33:00 May 24 11:40:00

= REP - Transactions repiicated per minute.





OEBPS/img/faddman3.gif
Add Targets Manually
Add Host Targets

(©) Add Targets Using Guided Process (Also Adds Related Targets)

Add Targets Decaratvely by Specfying Target Monitoring Properties

Taret Type [TmesTen i Meery Doabase 113

Moritoring Agent [ testhost: 3672 Q






OEBPS/img/faddtarget3.gif
Add TimesTen In Memory Database 11g
‘Add 3 target to be monitored by Enterprise Manager by speciing target moritoring propertes.

*TargetName [ testhost.tt1122.sampledb_122

TargetType TimesTen In Memory Database 119
Agent hitps:/testhost orack.com:3872/emd/main

‘TimesTen monitoring credential

Credental type  OTTDbCredType
* TimesTen database user

* TimesTen password
* Confirm TimesTen

*Data Source Name [ sampledb_1122

*TmesTeninstance name [ #1122





OEBPS/img/freplreceiver.gif
Repication peers | Replcationlog holds | Transmitte threads status | Receiver threads status | Performance.

Peer name. Start or Restart count. Transactions received

MASTER? (irack 0) 1





OEBPS/img/fdbusage.gif
Database Usage (%)
10

o B &

May 10 15:06:00 May 10 15:26:00 May 10 15:46:00 May 10 16:06:00

= MEMORY -Percent of permanent space n use
e MEMORY - Percent of temporary space in use:





OEBPS/img/fcacheflush.gif
| Cache Flush

Number of fush cache group executions 4
Bytes flshed to Oracke DB 234756
Rows fiushed to Orade DB 13288





OEBPS/img/fmonconfigsuccess.gif
Saved Successfully

Settngs saved successfully inrepositry.Pushing them to agent il take some
tme.






OEBPS/img/flogperfaggreg.gif
LogHolds | Log Performance

Aggregates
File system reads

File system wites

Times the log has been synched to disk
Bytes read from log for conmits

File system reads for commits
Statistics accumuated since load time

0
E)

0%

1773720

o

Fr Apr 20 21:20:56 2012





OEBPS/img/fexecutedstate.gif
Executed Statements - SQL Command Cache.

Current TotalSpace Alocated to Store Cached Commands(<B)  356.578125 (1] Excluce System
Number of Cached Commands 65

Command 1D Exeautons 1v] Prepares Reprepares Ouner Query Text
545074768 2038128 3 0 Testus=R SELECT perm_in_use_sze /* TOP SQL Processor: 2 ¥/ FROM S5 *
545009976 2038109 3 0 Testus=R SELECT perm_in_use sze /* TOP SQL Processor: 1 */ FROM S¥S|
542532304 2039069 3 o TESTUSER ‘SELECT perm_in_use_size /* TOP SQU Processor: 4 */ FROM SYS|
545139560 2038043 3 o TESTUSER ‘SELECT perm_in_use_size /* TOP SQU Processor: 3 */ FROM SYS.~ |





OEBPS/img/fundeployad.gif
Plug-ins

Plugins > Deployment Acties

= [ St [ierson

[Content Type

Orade TimesTenIn-MemoryDa & 12.1.0.2.0

Deployment Steps : Oracle TimesTen In-Hemory Database

Plugn

testhost: 3872

Step.

‘submit job for un-deployment
nitalze

Delete target

IDe-configure plug-in from agent
\Update inventory

444





OEBPS/img/freadworkload.gif
Read Workload

May 11 12:00:00

@05 - Table rows read per minute.

May 11 14:00:00

May 11 16:00:00

May 11 18:00:00





OEBPS/img/fundeployagent6.gif
Undeploy Plug-in from Management Agent L

‘Search and Select: Targets - Oracle Enterprise Manager

L
Search and Select: Targets o

] Select Status Up Agents where Oracle TimesTen In-Memory Database is deployed
Target Type | Agent. =

TargetName

Onriost
Confuraton Search <o configuation seach selected> O, &






OEBPS/img/logbufferwait.gif
Log Buffer Wait
100
|

|
e
|

&

|
0

May 3 10:26:00 May 3 10:39:00 May 3 10:52:00 May 3 11:05:00 May 3 11:18:00

=106 - Log buffer wats per minute





OEBPS/img/fundeployoms4.gif
Plug-ins

Plugeins > Deployment Actvities

Deployment Activities

Name. Status_|Version [Content Type

Eu! i

Deployment Steps: Oracle TimesTen In-Memory Database

Step.

Fy
g

‘submit job for undeployment
nitalze

\Valdate plug-n home

Delete plugn's metadats

Deconfigure plugHn from Management Repository.
Update inventory.

Remove plugin's Orade home

$R4444%%






OEBPS/img/fcacheawtprop.gif
| AWT Transactions Propagated to Oracle DB

May 22 12:03:00 May 22 12:28:00 May 22 12:5%:00

= CACHE - Transactions propagated to Orals DB per sec.






OEBPS/img/fdeployagent9.gif
Plugein > Deployment Actvities

Name. Status_Version [content Type.

OrsckTmesTeninMemoyDa & 121020 Pugn

testhost: 3872

Deployment Steps: Oracle TimesTen In-Memory Database

step.

g

s

‘Submit job for deployment
nitalze

Copy archves.

\Configure plug-n on Management Agent
|Update inventory

84%%





